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私たちの村
－４月１日現在－
人口 1,071 人

男 503 人 女 568 人
世帯数 616 世帯

2024年４月25日

天 龍 村 役 場
総 務 課
飯田共同印刷㈱

発行
編集
印刷

　
４
月
３
日
㈬
に
、
天
龍
保
育

所
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
年
少
児
１

名
、
未
満
児
３
名
、
合
計
４
名

の
お
友
達
を
新
た
に
迎
え
、
全

園
児
18
名
で
元
気
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
よ
く
食

べ
、
よ
く
寝
て
、
よ
く
遊
び
、

心
も
体
も
大
き
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　
村
民
の
み
な
さ
ん
に
は
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
４
日
㈭
に
、
天
龍
小
学

校
、
天
龍
中
学
校
の
入
学
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
新
入
生
は
、
小
学

校
が
男
子
３
名
、
女
子
２
名
、

中
学
校
は
男
子
１
名
、
女
子
３

名
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
が
併

設
と
な
り
、
中
学
１
年
生
は
馴

染
み
あ
る
校
舎
で
生
活
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
中
学
生
と

な
っ
た
頼
も
し
い
姿
は
同
じ
校

天龍村小中学校併設記念式典挙行

記念式典テープカット記念式典テープカット

　
３
月
23
日
㈯
に
、
天
龍
中
学

校
校
舎
お
別
れ
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
高
森
町
の
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト

作
家
・
吉
沢
さ
や
か
さ
ん
を
講

師
に
お
招
き
し
、
１
年
生
か
ら

３
年
生
の
生
徒
７
名
と
保
護
者

や
歴
代
卒
業
生
、
教
職
員
が
チ

ョ
ー
ク
ア
ー
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
真

剣
に
黒
板
に
向
き
合
い
、
３
枚

の
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

天
龍
中
学
校
校
舎

　
　
　
　お
別
れ
イ
ベ
ン
ト

2024年４月１日挙行

　この度、関係機関のみなさんの絶大なるご協力をいただく中で、天龍村小中学校の併設に伴う校舎の増
改築工事が無事終了し、４月１日㈪に工事の竣工と小中学校併設の記念式典を開催しました。
当日は、天候にも恵まれ、宮下一郎衆議院議員始め県議会議員のほか、大勢のご来賓のみなさんにご臨席
をいただく中、学校玄関前でテープカット及びくす玉開披、総合体育施設アリーナにて記念式典が行われ
ました。また、４月６日㈯、７日㈰の両日には、併設校の内覧会及び旧天龍中学校のお別れ公開を開催し、
約100名の方に来校いただきました。

記念式典くす玉開披記念式典くす玉開披

記念式典村長あいさつ記念式典村長あいさつ

１年生の作品１年生の作品

２年生の作品２年生の作品

３年生の作品３年生の作品

天
龍
保
育
所

　
　
　入
園
式

天
龍
小
・
中
学
校
入
学
式

舎
で
生
活
す
る
小
学
生
の
目
に

し
っ
か
り
と
映
り
ま
し
た
。
小

学
１
年
生
は
期
待
い
っ
ぱ
い
の

姿
が
ピ
カ
ピ
カ
の
校
舎
よ
り
も

輝
い
て
い
ま
し
た
。

４人の新入園児さんを迎えました４人の新入園児さんを迎えました

胸を張って前を向く小学校１年生胸を張って前を向く小学校１年生

新しい制服に身を包んだ中学校１年生新しい制服に身を包んだ中学校１年生



の
動
産
の
買
い
入
れ
と
な
る
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も

の
で
す
。

○「
令
和
５
年
度
　
天
龍
村
小

中
併
設
校
整
備
工
事
（
二
期

工
事
）　
天
龍
村
平
岡
　
天

龍
小
学
校
敷
地
内
」
の
変
更

契
約
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
変
更
後
の
請
負
金

額
が
、
６
億
２
０
５
５
万
４
千

円
と
な
り
、
５
千
万
円
以
上
の

工
事
の
変
更
と
な
る
た
め
、
議

会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
で

す
。

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
７

日
㈭
に
開
会
し
、
22
日
㈮
ま
で

の
16
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

　
第
１
回
臨
時
会
が
、
１
月
19

日
㈮
に
開
催
さ
れ
、
左
記
の
議

案
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

○「
６
月
１
日
か
ら
３
日
に
か

け
て
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
大

雨
及
び
台
風
第
２
号
に
よ
る

災
害
林
道
施
設
災
害
復
旧
工

事
　
林
道
虫
川
新
野
峠
線

（
１
号
）
神
原
大
津
山
」
の

請
負
契
約
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
５
年
度
林
道

施
設
災
害
復
旧
国
庫
補
助
事
業

に
よ
り
、
復
旧
工
事
を
行
う
も

の
で
、
請
負
金
額
が
１
億
８
９

０
万
円
と
な
り
、
５
千
万
円
以

上
の
工
事
と
な
る
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

○「
令
和
５
年
度
　
天
龍
村
小

中
併
設
校
備
品
整
備
　
天
龍

村
平
岡
　
天
龍
村
小
中
併
設

校
」
の
物
品
売
買
契
約
に
つ

い
て
　

　
内
容
は
、
天
龍
村
小
中
併
設

校
の
備
品
整
備
を
行
う
も
の

で
、
契
約
額
が
１
，
４
０
８
万

円
と
な
り
、
７
０
０
万
円
以
上

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
選
挙
公
報
発
行
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
天
龍
村
議
会
議
員

選
挙
及
び
天
龍
村
長
選
挙
に
お

い
て
、
公
職
選
挙
法
の
規
定
に

基
づ
く
、
選
挙
公
報
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
条
例
を

制
定
し
た
も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
犯
罪
被
害
者
等
基

本
法
の
規
定
に
よ
り
、
犯
罪
被

害
者
等
の
支
援
に
関
し
て
基
本

理
念
を
定
め
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
条
例
を
制
定
し
た
も

の
で
す
。

〇
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
全
世
代
対
応
型
の

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
産
前
産
後
期
間

に
お
い
て
、
国
保
税
の
均
等
割

保
険
料
と
所
得
割
保
険
料
の
免

除
を
行
え
る
よ
う
条
例
を
改
正

し
た
も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
村
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
天
龍
中
学
校
が
天
龍
小
学
校

の
敷
地
に
移
動
す
る
事
に
よ
り

設
置
位
置
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。

〇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
本
年
10
月
の
長
野

県
最
低
賃
金
の
引
上
げ
見
込
み

や
、物
価
上
昇
な
ど
を
踏
ま
え
、

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
額
を
改

め
る
よ
う
、
条
例
を
改
正
し
た

も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
消
防
活
動
に
従
事

し
た
者
が
、
消
防
活
動
中
に
負

傷
な
ど
を
し
た
場
合
の
損
害
補

償
額
の
基
準
を
非
常
勤
消
防
団

員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準

を
定
め
る
政
令
」
に
準
じ
て
、

損
害
補
償
の
基
礎
額
を
改
め
る

条
例
の
改
正
を
し
た
も
の
で

す
。

〇
天
龍
村
使
用
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
東
原
Ｂ
村
営
住
宅

の
１
号
と
２
号
に
つ
い
て
、
室

内
で
ペ
ッ
ト
が
飼
育
で
き
る
住

宅
に
改
築
す
る
た
め
、
月
額
使

用
料
を
値
上
げ
す
る
条
例
改
正

を
し
た
も
の
で
す
。

○
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
本
年
度
の
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
尊
重

し
、
村
長
に
つ
い
て
は
、
現
行

給
料
月
額
か
ら
約
４
パ
ー
セ
ン

ト
、
副
村
長
及
び
教
育
長
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
給
料
月
額
か

ら
約
２
パ
ー
セ
ン
ト
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
引
上
げ
る
よ
う
条

例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
学
校
給
食
共
同
調
理

場
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
地
籍
調
査
に
よ
り

分
筆
合
筆
を
行
っ
た
結
果
、
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
所
在
地

と
現
所
在
地
に
相
違
が
生
じ
た

た
め
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
和
知
野
川
緑
地
等
利

用
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運

営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
和
知
野
川
キ
ャ
ン

プ
場
施
設
の
管
理
を
村
長
が
指

定
す
る
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

（27）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）４月25日 広 報　天　　龍（２）令和６年（2024年）４月25日

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❶
回

可
決
さ
れ
た
案
件

予
　
　
　算

あいさつする
天龍村長

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❶
回

可
決
さ
れ
た
案
件

◎村営バス等のゴールデンウィーク中の運行について
4/29

（月・祝）
4/30
（火）

5/1
（水）

5/2
（木）

5/3
（金・祝）

5/4
（土・祝）

5/5
（日・祝）

5/6
（月・祝）

村営バス神原線
（平岡郵便局～大河内）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通常運行（天候などの状況により、臨時便または運休となる場合があります）

広域バス平岡線
（平岡～和田）

× ◯ ○ ○ × × × ×

運休 通常運行 運休

乗合タクシー平岡線
（平岡～和田）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

土日祝ダイヤ 平日ダイヤ 土日祝ダイヤ

防災行政無線放送（村内放送）の確認方法
1 戸別受信機で再生する方法
　防災行政無線放送（村内放送）は、各家庭に設置されています戸別受信機に録音され、聞き逃した放送な
ども以下の方法でいつでも確認することができます。

2 電話で確認する方法
外出している場合でも防災行政無線放送（村内放送）を、電話で確認することができます。
なお、放送内容を確認する場合は通話料が必要となります。

－ ご不明な点は、総務課総務情報係へお問い合わせください －

※電話番号 ０２６０－３２－２５９５（有料）

留意事項　　※放送は、新しい順で再生されます。
　　　　　※最大録音時間は約40分で、それを超えると古い放送から削除されます。

○再生を開始する
　放送時間外に、受信機の ▶／● ボタンを短押し
○再生を停止する
　再生中に ▶／● ボタンを長押し
○次の放送を再生（スキップ）
　再生中に ▶／● ボタンを短押し
○頭出し（再生中の放送を聞き直し）
　再生中に 音量－ ボタンを長押し



（３）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）４月25日 広 報　天　　龍（26）令和６年（2024年）４月25日

こ
と
、
及
び
施
設
の
利
用
料
を

指
定
管
理
者
が
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
条
例
を
改
正

し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
介
護
保
険
制
度
の

持
続
的
か
つ
安
定
的
な
運
営
を

図
る
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
ま
で
の
第
９
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
お
け
る
、

介
護
保
険
料
の
改
定
を
行
う
条

例
の
改
正
を
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
従
業
者
及
び
運

営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

○
天
龍
村
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

係
る
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

○
天
龍
村
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
係
る
基
準
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
天
龍
村
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
係
る
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
以
上
４
本
の
条
例
に
つ
い

て
、
内
容
は
、
村
が
指
定
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
運
営

基
準
等
を
定
め
た
省
令
の
改
正

に
準
じ
て
、
規
定
の
整
備
を
す

る
よ
う
、
条
例
を
改
正
を
し
た

も
の
で
す
。

○
天
龍
村
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
子
ど
も
家
庭
庁
設

置
法
の
施
行
に
伴
い
、
保
育
指

針
の
制
定
権
限
が
内
閣
総
理
大

臣
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
、ま
た
、

認
定
こ
ど
も
園
法
の
改
正
を
受

け
、
文
言
の
整
理
等
を
す
る
た

め
の
条
例
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。

○
天
龍
村
議
会
議
員
及
び
天
龍

村
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
内
容
は
公
職
選
挙
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
公

布
さ
れ
こ
と
に
伴
い
、
選
挙
運

動
用
自
動
車
の
使
用
、
選
挙
運

動
用
ビ
ラ
の
作
成
及
び
、
選
挙

運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
そ

れ
ぞ
れ
の
公
費
負
担
額
に
つ
い

て
、
施
行
令
の
定
め
る
額
に
引

き
上
げ
る
よ
う
、
条
例
を
改
正

し
た
も
の
で
す
。

○
向
方
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
新
た
に
令
和
６
年

度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の
５

か
年
間
の
向
方
辺
地
に
お
け
る

整
備
計
画
を
策
定
し
た
も
の
で

す
。

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
議
会
事

業
計
画
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
６
年
度
の
議

会
の
事
業
計
画
を
定
め
た
も
の

で
す
。

○
常
勤
の
特
別
職
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
先
に
来
年
度
か
ら

報
酬
を
引
き
上
げ
る
よ
う
議
決

し
た
村
長
の
報
酬
に
つ
い
て
、

村
長
の
信
念
と
し
て
、
２
期
目

の
任
期
が
終
了
す
る
ま
で
は
、

村
長
の
給
料
月
額
を
60
万
円
と

す
る
よ
う
条
例
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。

○
天
龍
村
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
ま
で
の
村
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
の
一
部
、

犬
猫
繁
殖
制
限
手
術
費
補
助
事

業
及
び
天
龍
中
学
校
校
舎
等
施

設
の
後
利
用
に
関
す
る
本
文
の

記
載
内
容
の
変
更
な
ど
を
し
た

も
の
で
す

○
天
龍
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
３
名
・
任
期
３
年
）
の
内
、

令
和
６
年
３
月
31
日
に
任
期
満

了
と
な
る
伊
藤
文
博
氏
（
大
河

内
区
）
の
再
任
に
つ
い
て
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員（
任
期
３
年
）

の
内
、
令
和
６
年
６
月
30
日
に

任
期
満
了
と
な
る
宮
澤
英
行
氏

（
西
原
区
）
を
、
再
度
、
法
務

大
臣
へ
推
薦
す
る
事
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
に
つ
い
て

　
事
情
に
よ
り
、
３
月
31
日
を

も
っ
て
、
教
育
長
を
退
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
村
澤
資
憲
氏

の
後
任
に
、
天
龍
村
出
身
で
豊

丘
村
在
住
の
高
山
和
夫
氏
が
就

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
、
前
教
育
長
の
残

任
期
間
と
な
る
本
年
９
月
30
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）（
専

決
第
２
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

同
意
さ
れ
た
案
件

議会であいさつする
高山和夫新教育長

退任のあいさつをする
村澤前教育長

予
　
　
　算

　
天
龍
小
学
校
新
入
生
５
名
、

天
龍
中
学
校
新
入
生
４
名
へ
、

村
長
か
ら
祝
品
な
ど
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
同
時
に
、
村
か
ら
の
緑
化
木

の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
頒
布
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
㈱
興
亜
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
か
ら
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の

贈
呈
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
校
舎
と
新
し
い
道
具

で
毎
日
元
気
に
登
校
し
て
、
勉

学
に
励
む
姿
を
願
い
ま
す
。

が
進
行
し
て
お
り
、
吹
付
工
法

に
よ
る
安
定
確
保
が
重
要
で
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
年
に
５
〜
６
件

ほ
ど
発
生
し
て
い
た
当
該
区
間

の
落
石
発
生
の
リ
ス
ク
を
軽
減

し
、
住
民
の
方
が
安
心
し
て
走

行
で
き
る
路
線
と
な
る
よ
う
、

安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

②
保
育
所
運
営
事
業

　
保
育
士
５
名
分
の
人
件
費

（
８
ヶ
月
分
お
よ
び
期
末
勤
勉

手
当
）
を
確
保
で
き
、
地
域
格

差
の
な
い
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
継
続
し
て
保
育
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

③
農
道
坂
部
線

落
石
防
止
工
事

　
農
道
坂
部
線
は
坂
部
地
区
内

の
林
道
虫
川
新
野
峠
線
と
合
流

す
る
生
活
道
路
、
通
勤
道
路
と

し
て
も
重
要
な
路
線
で
あ
り
、

本
村
の
特
徴
で
も
あ
る
、
中
山

間
地
域
の
傾
斜
地
の
中
に
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
期

を
問
わ
ず
落
石
が
発
生
す
る
状

況
の
な
か
、
本
事
業
で
落
石
防

止
柵
を
増
設
し
た
こ
と
で
、
利

用
者
が
安
心
安
全
に
利
用
で
き

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
を
活
用
し
、
昨
年
度
は
村

道
屋
奈
瀬
連
地
線
法
面
防
災
工

事
、
保
育
所
運
営
事
業
、
農
道

坂
部
線
落
石
防
止
工
事
、
大
河

内
多
目
的
集
会
施
設
落
石
防
止

工
事
、
小
中
学
校
運
営
事
業
の

５
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
付
金
は
、
ダ
ム
な
ど

の
発
電
施
設
の
あ
る
市
町
村
に

交
付
さ
れ
、
天
龍
村
に
は
約
３

千
万
円
が
毎
年
度
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
５
年
度
事
業
概
要

①
村
道
屋
奈
瀬
連
地
線

　法
面
防
災
工
事

　
当
路
線
は
永
年
の
風
雨
に
よ

る
浸
食
に
よ
っ
て
表
面
の
風
化

る
路
線
と
な
り
ま
し
た
。

④
小
中
学
校
運
営
事
業

　
天
龍
小
中
学
校
の
村
費
講
師

３
名
（
７
ヶ
月
分
お
よ
び
期
末

勤
勉
手
当
）
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
複
式
学
級
が
解
消
さ
れ
、

将
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
た

め
に
質
の
高
い
教
育
の
提
供
、

特
色
あ
る
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑤
大
河
内
多
目
的
施
設

　落
石
防
止
工
事

　
大
河
内
多
目
的
施
設
裏
手
か

ら
落
石
が
あ
り
、
建
物
に
も
落

石
の
衝
突
に
よ
る
破
損
が
見
ら

れ
た
た
め
、
当
該
箇
所
の
落
石

防
止
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
河
内
多
目
的
施
設
は
災
害
時

の
避
難
施
設
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
為
、
有
事
の
際
に
住
民
の

方
が
安
心
し
て
使
用
で
き
る
施

設
と
な
る
よ
う
、
安
全
性
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

天
龍
小
中
学
校

　入
学
祝
品
贈
呈

入学祝品を受け取る小・中学校１年生



二
、
災
害
時
に
お
け
る
水
の
確

保
と
ト
イ
レ
の
設
置
等
に
つ

い
て

三
、
向
方
単
身
者
用
村
営
住
宅

の
入
居
状
況
に
つ
い
て

○
村
松
克
一
議
員

一
、
小
中
併
設
初
年
度
を
迎
え

る
中
で
、
中
学
校
の
在
り
方

に
つ
い
て

二
、村
の
美
術
博
物
館
の
充
実
、

村
の
史
跡
マ
ッ
プ
や
文
化
財

登
録
に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

二
、
予
防
接
種
後
健
康
被
害
救

済
制
度
に
つ
い
て

三
、
令
和
６
年
度
に
予
定
の
事

業
に
つ
い
て

（25）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）４月25日 広 報　天　　龍（４）令和６年（2024年）４月25日

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
予
算

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
営
水
道

事
業
会
計
予
算

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
会
計
予
算

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

○
大
平
正
長
議
員

一
、
任
期
満
了
に
伴
う
村
長
選

挙
出
馬
の
意
向
と
こ
れ
ま
で

の
村
政
運
営
に
つ
い
て

一
　般
　質
　問

　
４
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
於
保
樹（
お
ほ
た
つ
き
）

で
す
。
出
身
は
海
沿
い
の
神
奈

川
県
藤
沢
市
で
す
が
、
山
に
憧

れ
て
大
学
か
ら
長
野
県
に
住
み

始
め
ま
し
た
。
大
学
在
学
中
に

は
、
森
林
や
林
業
に
関
す
る
こ

◇
第
二
分
団
長
　
瀧
澤
　
　
翔

◇
副
分
団
長
　
　
服
部
　
誠
司

◇
　
〃
　
　
　
　
村
澤
　
雄
大

◇
女
性
班
長
　
　
若
月
　
瑞
歩

◇
副
班
長
　
　
　
岩
崎
紗
佑
美

○
退 

職

　
３
月
31
日
付
け
で
次
の
職
員

が
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

◇
𠮷
野
あ
づ
美
（
保
健
師
）

◇
塚
田
　
響
　（
保
育
士
）

　
令
和
６
年
度
の
異
動
に
よ
り
、

次
の
先
生
方
が
村
内
の
小
中
学

校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
鈴
木
　
喜
香
（
４
年
）

◇
守
屋
　
武
浩（教

育
支
援
講
師
）

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
二
之
宮
和
英（
３
年
副
担
任
）

◇
下
平
　
愛
菜（
１
年
副
担
任
）

◇
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
カ
ブ
ラ
ル

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

　
令
和
６
年
度
天
龍
消
防
団
役

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
団
　
長
　
　
　
恩
澤
　
　
知

◇
副
団
長
　
　
　
宮
下
　
正
和

◇
本
部
長
　
　
　
橋
爪
　
　
貴

◇
喇
叭
長
（
兼
）
橋
爪
　
　
貴

◇
機
関
長
　
　
　
内
藤
　
孝
雄

◇
救
護
長
　
　
　
松
澤
　
一
生

◇
旗
　
手
　
　
　
熊
谷
　
大
喜

◇
第
一
分
団
長
　
小
木
曽
　
啓

◇
副
分
団
長
　
　
鈴
木
　
竜
彦

◇
　
〃
　
　
　
　
大
平
　
成
二

〔
人
事
異
動
〕 

※
敬
称
略

※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
す

〔
人
事
異
動
〕 

※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

役
　
　場

役
　
　場

学
　
　校

学
　
　校

消
　
　防

消
　
　防

と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

自
然
の
中
で
体
を
動
か
す
林
業

の
現
場
作
業
が
楽
し
く
な
り
興

味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
偶
然

に
も
２
年
ほ
ど
前
に
天
龍
村
と

出
会
い
、
段
々
と
天
龍
村
で
林

業
を
仕
事
と
し
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
内
容
は
「
林
業
を

中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
」
で

す
。
大
学
在
学
中
に
繋
が
っ
た

村
内
外
の
方
を
集
め
て
林
業
に

関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ

て
い
き
た
い
で
す
。
最
後
に
、

林
業
に
関
し
て
、
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
技
術
や
知
識
を
身
に
付
け

な
が
ら
天
龍
村
の
林
業
に
全
力

で
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
集
落
支
援
員
と
し

て
お
世
話
に
な
り
ま
す
石
井
洋

子
で
す
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
天

集
落
支
援
員
の

　
　
　
　
　抱
負

石井 洋子

　
長
野
町
区
の
澤
田
景
夫
さ
ん

に
対
し
、
永
年
、
商
業
一
筋
に

精
励
さ
れ
、
地
域
の
商
業
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
村
長
よ
り
３
月
25
日
㈪

に
役
場
に
て
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

長
野
町
区

　澤
田
景
夫
さ
ん
に

　
　
　村
表
彰
を
授
与

村長･議員･商工会のみなさんと記念撮影

令和５年度　第１回 臨時会補正予算（１月臨時議会）

会    計    名 補正前の額 補正額 計

一 般 （第５号） 31億5,516万円 2,309万円 31億7,825万円

令和５年度　第１回 定例会補正予算（３月議会）

会    計    名 補正前の額 補正額 計

一 般 （第６号）専決 31億7,825万円 487万円 31億8,312万円

一 般 （第７号） 31億8,312万円 8,688万円 32億7,000万円

一 般 （第８号） 32億7,000万円 100万円 32億7,100万円

村 営 水 道 （第５号） 8,755万円 166万円 8,921万円

村 営 水 道 （第６号） 8,921万円 △44万円 8,877万円

村 営 下 水 道 事 業 （第３号） 7,860万円 △1,137万円 6,723万円

村 営 下 水 道 事 業 （第４号） 6,723万円 74万円 6,797万円

介 護 保 険 （第３号） 3億762万円 786万円 3億1,548万円

国民健康保険診療所 （第４号） 6,226万円 68万円 6,294万円

新
地
域
お
こ
し

　
　
　協
力
隊
員

於保 樹

龍
村
で
嫁
ぎ
先
も
天
龍
村
で
す

が
、
実
際
、
村
の
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

今
回
集
落
支
援
員
と
し
て
や
ま

び
こ
デ
リ
や
買
い
物
支
援
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
先
輩

の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
村
民

の
み
な
さ
ん
と
交
流
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

や
ま
び
こ
デ
リ
で
買
い
物
を
し

な
が
ら
自
分
の
目
で
品
物
を
見

て
選
べ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

不
慣
れ
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
村
民
の
み
な
さ
ん
が

笑
顔
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
お

手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
村
の
方
々
に
気
軽
に

『
ね
い
ち
ゃ
』
と
声
を
か
け
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

　
図
書
館
に
新
し
い
本
が
入
り

ま
し
た
。

◇
え
ほ
ん

・
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

お
す
し
や
さ
ん

◇
一
般
向
け

・
ワ
ク
ワ
ク
　
天
敵
ど
う
ぶ
つ

図
鑑

・
島
津
と
武
家
史
〈
上
〉

　
み
な
さ
ん
が
読
み
た
い
本
、

観
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
リ
ク
エ

ス
ト
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

◇
天
龍
村
図
書
館

　
☎
32
‐
３
２
０
６

◇
開
館
時
間

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

◇
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、祝
日、
月
末
日



備
や
、
な
ん
で
も
館
へ
の
天

龍
村
郷
土
美
術
館
の
整
備
、

天
龍
村
総
合
体
育
施
設
の
建

設
、
本
年
の
４
月
に
は
、
天

龍
村
小
中
学
校
の
併
設
な
ど
、

教
育
長
と
し
て
天
龍
村
の
教

育
行
政
の
発
展
の
た
め
、
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
天
龍
村
発

展
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（５）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）４月25日 広 報　天　　龍（24）令和６年（2024年）４月25日

　
こ
の
度
、
教
育
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
高
山
和
夫
と
申
し

ま
す
。

　
生
ま
れ
て
か
ら
高
校
２
年
生

の
夏
ま
で
、
鶯
巣
地
区
に
住
ん

で
お
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
当

時
の
平
岡
保
育
園
、
平
岡
小
学

校
、
天
龍
中
学
校
と
、
３
つ
の

園
・
学
校
に
お
世
話
に
な
り
、

天
龍
村
の
み
な
さ
ま
に
育
て
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
縁
あ
っ
て
40
数
年
ぶ
り
に
、

再
び
故
郷
で
あ
る
こ
の
天
龍
村

に
戻
り
お
世
話
に
な
っ
た
ご
恩

返
し
が
で
き
ま
す
こ
と
、
大
変

光
栄
で
あ
り
、
あ
り
が
た
い
こ

と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
天
龍
小
学
校
と

天
龍
中
学
校
が
併
設
と
な
り
新

た
な
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
１
年
目
で
す
。
こ
の
併
設
化

を
よ
り
価
値
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
学
校
と
力
を
合
わ
せ
て

精
一
杯
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
な
ん
で
も
館
に
昨
年

12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
郷

土
美
術
館
や
、
図
書
館
も
、
さ

ら
に
来
館
者
や
利
用
者
を
拡
大

す
る
べ
く
工
夫
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
天
龍
村
の
子
ど
も
た
ち
の
未

来
と
、
こ
の
天
龍
村
の
将
来
の

た
め
に
、
教
育
と
い
う
面
か
ら

精
一
杯
支
え
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

　
高
山
教
育
長
は
、
昭
和
38
年

生
ま
れ
の
60
歳
で
、
信
州
大
学

卒
業
後
、
昭
和
61
年
に
千
曲
市

立
（
当
時
は
更
埴
市
立
）
埴
生

中
学
校
に
赴
任
し
て
以
降
、
県

内
８
校
の
中
学
校
に
勤
務
さ
れ
、

校
長
と
し
て
、
富
士
見
町
立
富

士
見
中
学
校
、
高
森
町
立
高
森

中
学
校
、
飯
田
市
立
高
稜
中
学

校
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、
下

伊
那
校
長
会
長
、
下
伊
那
教
育

会
長
を
経
て
、
教
育
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
前
村
澤
教
育
長
の

残
任
期
間
と
な
る
令
和
６
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
６
年
９
月
30

日
ま
で
の
６
カ
月
間
で
す
。

　
教
育
長
の
村
澤
資
憲
さ
ん
が
、

３
月
31
日
を
も
っ
て
、
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
村
澤
さ
ん
は
、
令
和
３
年
10

月
１
日
に
教
育
長
に
就
任
さ
れ
、

就
任
後
２
年
半
の
間
に
、
保
育

所
の
所
管
を
教
育
委
員
会
に
移

行
し
、
保
育
所
か
ら
中
学
校
ま

で
の
一
貫
し
た
教
育
の
体
制
整

教
育
長
就
任

に
あ
た
り

高
山
和
夫
教
育
長

た
か
や
ま 

か
ず
お

教
育
長
退
任

村
澤
資
憲
前
教
育
長

む
ら
さ
わ 

も
と
の
り

　日赤奉仕団社資の納入につきまして絶大なるご協
力をいただきありがとうございました。みなさんの
ご協力により、村目標額「171,000円」を大きく上回
る「290,500円」という結果となり、長野県支部に送
金しました。
　社資は災害救護活動、救急法などの講習会、地域
での奉仕団活動の資金として活用されます。
　全国各地で災害が相次ぐなか、今後も活動資金へ
のご理解とご協力をお願いいたします。

令和５年度 日赤社資の収納報告
　長野県から自動車税種別割の納税通知書を発送します。
　５月中旬にはお手元に届きますので、納期内の納付を
お願いします。
　金融機関･コンビニエンスストア･県税事務所･クレジ
ットカード・スマートフォンアプリなどで納付できます。
　納付後すぐに継続検査（車検）を受けられる方は、納
税証明書が必要となりますので、金融機関・コンビニエ
ンスストア・県税事務所での納付をご検討ください。
　お問い合わせ先：南信県税事務所飯田事務所
　　　　　　　　　☎0265-53-0405、0406、0407

自動車税種別割の納期限は５月31日㈮です

　
自
転
車
を
利
用
す
る
村
民
の

事
故
に
よ
る
受
傷
を
防
止
す
る

た
め
の
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
普
及
を
目
的
と
し
て
ヘ
ル
メ

ッ
ト
購
入
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
事
業
が
４
月
１

日
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　助
成
金
額

中
学
生
以
下

上
限
金
額
　
５
，
０
０
０
円
以

内
の
全
額
補
助

高
校
生
以
上

上
限
金
額
　
３
，
０
０
０
円
で

購
入
費
の
２
分
の

１
を
補
助

　
そ
の
他
、
対
象
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
詳
し
く
は
、
天
龍
村

役
場
　
総
務
課
（
☎
32-

２
０

０
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
「
や
ま
び
こ
デ
リ
」
事
業

の
う
ち
、
本
年
２
月
か
ら
移
動

販
売
の
試
行
運
転
を
実
施
し
て

お
り
、
こ
の
た
び
の
本
格
運
行

に
あ
た
り
、
３
月
27
日
㈬
、
移

動
販
売
車
の
お
披
露
目
式
を
役

場
庁
舎
前
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

移
動
販
売
車
の
デ
ザ
イ
ン
は
天

龍
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
が

描
い
た
イ
ラ
ス
ト
を
組
み
合
わ

せ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
、
今

後
は
利
用
希
望
者
宅
を
中
心
に

村
内
各
地
を
巡
回
し
ま
す
。

　
村
の
買
物
支
援
対
策
と
し
て

は
今
後
、
移
動
販
売
事
業
と
デ

マ
ン
ド
バ
ス
を
軸
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
バ
ス
の
運
行
時

刻
や
利
用
方
法
は
や
ま
び
こ
デ

リ
直
通
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
０‒

７
８
２
５‒

３
８
３
７

　
ふ
だ
ん
の
通
勤
通
学
や
お
出

か
け
に
、
ぜ
ひ
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

鉄
道
の
コ
コ
が
便
利
！

・
時
間
に
正
確
で
安
全
。

・
移
動
し
な
が
ら
、
読
書
や
食

事
も
楽
し
め
る
。

・
環
境
に
や
さ
し
い
。

　
ま
た
、
車
内
の
換
気
、
乗
務

員
の
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
感
染

症
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助

４
月
よ
り
開
始

自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助

４
月
よ
り
開
始

見
守
り・ご
用
聞
き
事
業

「
や
ま
び
こ
デ
リ
」移
動
販
売
車

お
披
露
目
式
を
行
い
ま
し
た

移動販売車お披露目式のようす

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を

  

利
用
し
ま
し
ょ
う

▶
中
井
侍

　
４
月
20
日
㈯
か
ら
大
河
内
森

林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
ト
サ
イ
ト
は
１
区
画
１

泊
２
，
０
０
０
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
サ
イ
ト
は
テ
ン
ト
１

張
１
泊
１
，
０
０
０
円
で
す
。

〇
営
業
期
間…

４
月
20
日
㈯
か

ら
10
月
31
日
㈭

〇
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
先…

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

（
電
話
32-

１
０
２
３
）

〇
管
理
人…

吉
田
勇
次

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
１
プ
レ
イ
大
人
５
０
０
円
小

人
２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
）

12
枚
綴
り
回
数
券
５
，
０
０
０

円
。

〇
営
業
期
間
…
４
月
１
日
㈪
か

ら
11
月
30
日
㈯

〇
定
休
日
…
毎
週
火
曜
日

〇
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
先…

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

（
電
話
32-

１
０
２
３
）

〇
管
理
人…

熊
谷
周
文

大
河
内
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

ニ
セ
ン
ジ
自
然
公
園

パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

日
時…

５
月
４
日
（
土
・
祝
）

　
午
後
７
時
開
演

（
午
後
６
時
30
分
開
場
）

会
場…

文
化
セ
ン
タ
ー 

な
ん
で
も
館

出
演…

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
金
管
五
重
奏

入
場
料…

全
席
自
由

一
般
５
０
０
円（
未
就
学
児
無
料
）

※

村
民
の
み
な
さ
ん
は
無
料
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
予

約
は
教
育
委
員
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

４
月
22
日
㈪
か
ら
一
般
販
売

を
開
始
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会

　
　
☎
32-

３
２
０
６

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
友
に

　
　
　
音
楽
祭
２
０
２
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
コ
ン
サ
ー
ト
in
天
龍
村

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
友
に

　
　
　
音
楽
祭
２
０
２
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
コ
ン
サ
ー
ト
in
天
龍
村



国 民 健 康 保 険 1億1,459万円

介 護 保 険 3億1,879万円

後期高齢者医療保険 3,308万円

国民健康保険診療所 5,813万円

水 道 事 業 7,343万円

下 水 道 事 業 7,649万円

（23）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）４月25日 広 報　天　　龍（６）令和６年（2024年）４月25日

■自主財源　24.5％
　54,527万円
■依存財源　75.5％
　167,973万円

2２億２,５00万円前年比16.2％減の

令和６年度 一般会計当初予算

令和６年度のおもな事業

特　別　会　計

企　業　会　計

令和６年度の一般会計及び特別会計の当初予算が３月定例議会で承認されました。
一般会計では、歳入・歳出総額が22億2,500万円となり、前年度比16.2％減となりました。

歳入

村　税 18,830　8.5%

その他 8,047　3.7%

地方交付税
110,871
49.8%

県支出金
19,593
8.8%

村債
21,850
9.8%

繰入金 22,745　10.2%

国庫支出金
7,612　3.4%

使用料及び手数料
　4,581　2.1%

諸収入 3,394　1.5%

その他 4,977　2.2%

前年差

467万円

8,261万円

7,343万円

△3,042万円

△56,870万円

予算額

1億8,830万円

11億0,871万円

2億7,205万円

2億2,745万円

2億1,850万円

歳入項目

村 税

地方交付税

国・県支出金

繰 入 金

村 債

前年比

102.5%

108.1%

137.0%

88.2%

27.8%

歳入についての説明

みなさんから村に納めていただく税金の総額です。

国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債（借
金）の償還金に対する補てんも含まれています。
定められた事業に対し、国や県から交付される補助金や
委託金です。
今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的のために取り崩し、
一般会計に繰り入れます。村の借金の繰上償還（返済）などに活用します。
道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。ただしのちに国から交付税措置が
受けられる起債（辺地・過疎対策事業債）など村の財政面で有利なものを借り入れます。

（単位：万円）

おもな事業名

【新】ケーブルテレビ光化による対災害性強化事業

【新】光キャストビジョン自主放送伝送システム構築委託料

地域おこし協力隊事業費

【新】天龍村長選挙

生活支援商品券

【新】デイサービスセンター改修事業

【新】老人福祉センター設備改修事業

【新】合併処理浄化槽清掃費補助金

国保診療所特別会計繰出金

森林経営管理制度推進事業等業務委託料

村道改良事業

事業費

4,147万円

1,391万円

2,555万円

514万円

1,011万円

160万円

270万円

138万円

3,311万円

327万円

10,290万円

事業内容

ケーブルテレビを光キャストビジョンに移行するため、主に神原地区のケーブルを整備するための費用です。

ケーブルテレビを光キャストビジョンに移行するための費用です。

村地域おこし協力隊員の活動報酬や、活動などにかかる費用です。

11月10日の任期満了に伴う天龍村長選挙に係る費用です。

物価の高騰による村民負担軽減のため、一人当たり10,000円分の商品券を交付する費用です。

デイサービスセンターの階段昇降機を改修する費用です。

老人福祉センターの空調設備を改修する費用です。

浄化槽の清掃費用の一部を補助します。

天龍村国民健康保険診療所の運営にかかる特別会計への繰出金です。

森林管理の適正化を促進するため、森林の状況調査や所有者への意向確認を行います。

主に村道西原大沢線改良舗装、村道長野原線拡幅改良、村道天竜川線の道路整備工事などにかかる費用です。

※掲載しているグラフについて、四捨五入により合計が100％にならない場合があります。

◀
当
日
の
様
子

▶参加いただいた
みなさんと

　
令
和
６
年
３
月
16
日
㈯
に
、

お
き
よ
め
の
湯
レ
ス
ト
ラ
ン
ゆ

と
り
の
宴
会
ス
ペ
ー
ス
で
、
令

和
５
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
・
集
落
支
援
員
の
活
動
報
告

会
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
５
年

度
は
協
力
隊
員
・
支
援
員
が
携

わ
っ
て
い
る
お
茶
や
え
ご
ま
製

品
な
ど
の
物
販
や
、
協
力
隊
員

が
運
営
す
る
カ
フ
ェ
で
提
供
し

て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
、
協

力
隊
員
・
支
援
員
と
の
交
流
の

場
を
設
け
、
例
年
よ
り
隊
員
と

の
距
離
が
近
い
報
告
会
に
な
り

ま
し
た
。

　
報
告
会
当
日
の
様
子
は
村
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
に
て
放
映
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
２
月
16
日
㈮
、
東
京
都
文
京

区
に
あ
る
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル

高
等
学
校
の
み
な
さ
ん
と
、
都

市
部
と
農
村
部
の
森
林
環
境
譲

与
税
の
使
い
道
を
テ
ー
マ
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
前
段
と
し
て
昨
年
11

月
に
も
同
様
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
徒
ら

は
、
地
域
学
習
の
一
環
と
し
て

森
林
資
源
に
つ
い
て
学
ん
で
お

り
、
村
の
若
手
林
業
従
事
者
た

ち
と
林
業
に
つ
い
て
学
び
を
深

め
ま
し
た
。
当
日
は
永
嶺
村
長

に
も
参
加
い
た
だ
き
、
生
徒
か

ら
ア
イ
デ
ア
や
若
い
感
性
か
ら

生
ま
れ
る
意
見
を
共
有
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
村
で
の
学
習
が

計
画
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
引
き

続
き
都
市
部
と
の
交
流
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
２
学
期
か
ら
天

龍
村
の
公
立
小
中
学
校
に
留
学

を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

　
こ
の
事
業
は
、
都
市
部
な
ど

に
在
住
の
方
で
、村
の
暮
ら
し
・

交
流
・
体
験
を
希
望
さ
れ
る
親

子
や
、
天
龍
村
に
お
住
ま
い
の

方
の
お
孫
さ
ん
で
、
村
の
小
中

学
校
へ
の
留
学
を
希
望
さ
れ
る

方
を
対
象
と
し
た
親
子
留
学
制

度
で
す
。

　
令
和
６
年
度
は
合
計
４
家
族

が
親
子
留
学
で
天
龍
小
中
学
校

に
通
っ
て
い
ま
す
。
留
学
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
子
さ
ん
を

対
象
と
し
た
学
校
見
学
会
や
面

談
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

令
和
６
年
７
月
１
日
㈪
必
着

（
２
学
期
か
ら
転
入
の
場
合
）

※

留
学
開
始
時
期
は
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

☎
32-

１
０
２
３

〇
武
蔵
野
大
学
受
け
入
れ
（
３

月
８
日
㈮
〜
12
日
㈫
）

　
武
蔵
野
大
学
の
学
生
有
志
に

よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
９
月
に

も
同
大
学
の
学
生
が
訪
問
し
、

学
生
ら
が
今
後
、
通
い
な
が
ら

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
継
続
的

な
訪
問
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
学

生
の
中
に
は
長
期
休
み
を
活
用

し
滞
在
し
な
が
ら
地
域
活
動
に

協
力
す
る
こ
と
に
興
味
を
し
め

し
た
方
も
い
た
こ
と
か
ら
、
こ

う
し
た
受
け
入
れ
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

〇
東
京
農
業
大
学
農
村
調
査
部

受
け
入
れ
（
３
月
11
日
㈪
〜

13
日
㈬
）

　
東
京
農
業
大
学
農
村
調
査
部

に
よ
る
天
龍
村
の
「
十
久
保
南

蛮
」
に
関
す
る
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
１
年
の
調
査
テ

ー
マ
を
、
天
龍
村
の
伝
統
野
菜

「
十
久
保
南
蛮
」
に
決
め
、
年

間
を
通
し
て
調
査
し
ま
す
。
１

回
目
の
調
査
と
な
っ
た
今
回
は
、

十
久
保
南
蛮
が
栽
培
さ
れ
て
い

た
十
久
保
地
区
の
圃
場
を
訪
問

し
ま
し
た
。
現
地
で
は
十
久
保

地
域
お
こ
し
協
力
隊・

集
落
支
援
員
活
動
報
告
会

を
開
催
し
ま
し
た

天
龍
村
龍
の
子
留
学

（
親
子
留
学・孫
留
学
）

　留
学
生
を
募
集
し
ま
す

都
内
高
校
生
ら
と「
森
林
資
源
」

を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た

高校生らと村長で記念撮影

南
蛮
の
栽
培
に
取

り
組
む
板
倉
貴
樹

さ
ん
を
は
じ
め
栽
培
に
関
わ
る

方
々
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
ま
た
十
久
保
南
蛮
の
種
を
手

に
入
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
川
上

正
明
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
た

り
、
十
久
保
南
蛮
以
外
の
特
産

品
で
あ
る
信
州
サ
ー
モ
ン
の
養

魚
場
を
見
学
し
た
り
と
有
意
義

な
３
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大
学
の
講
義
が
休
み
の
間
を
活

用
し
て
活
動
す
る
と
の
こ
と
で
、

次
回
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
来
村
し
ま
す
。
調
査
の
ま
と

め
を
秋
の
学
祭
で
展
示
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

大
学
生
の
活
動
を
受
け
入
れ
ま
し
た

武蔵野大学のみなさん

東京農業大学農村
調査部のみなさん



（７）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）４月25日 広 報　天　　龍（22）令和６年（2024年）４月25日

前年差

46万円

6,744万円

△61万円

2,966万円

△57,483万円

4,218万円

前年差

7,509万円

3,319万円

1,848万円

1億6,826万円

△329万円

△7億1,425万円

△2,231万円

予算額

4億6,517万円

4億38万円

1億513万円

2億6,463万円

４億401万円

1億8,656万円

予算額

4億1,130万円

3億7,465万円

2億2,233万円

3億5,422万円

4,967万円

1億7,340万円

3億2,859万円

歳出項目

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

前年比

100.1%

120.3%

99.4%

112.6%

41.3%

129.2%

前年比

122.3%

109.7%

109.1%

190.5%

93.8%

19.5%

93.6%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

おもな歳出の手当、費用の説明

議会議員・特別職・一般職員・会計年度任用職員等の報
酬・給与・手当です。（職員給の増など）
消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購入費、各種委託料などです。（光キャス
トビジョン自主放送伝送システム構築委託料・橋梁点検委託料などによる増）
法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払わ
れる医療費給付などです。
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負担
金や補助金・交付金です。（飯田広域消防負担金などの増）
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する
負担金です。（小中併設校整備工事終了による減）
一般会計から国保や介護保険などの特別会計へ支出される
ものです（介護保険、国保診療所特別会計繰出金などの増）。

おもな歳出の手当、費用の説明

おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費です。
（ケーブルテレビ光キャストビジョン移行に係る費用などの増）
福祉など住民生活のための経費です。（障害福祉サービ
ス費などの増）

農林業に関する経費です。（農林道改良などの増）

村道整備や住宅などに関する経費です。（道路新改費な
どの増）
消防や火災予防などの災害対策のための経費です。（Jア
ラート自動起動装置更新事業終了による減）
小・中学校や社会教育などに関する経費です。（小中併設
校整備工事終了による減）
国などから借り入れた村債の返済金です。今年度も将来
の負担を軽減するため、繰上償還を行います。

目　的　別性　質　別

人件費
46,517
21%

総務費
41,130
18%

公債費
32,859
15%

災害復旧費
10　0%

民生費
37,465
17%

予備費
300　0%

衛生費
13,313　6%

労働費
8　0%

商工費
13,906　6%

消防費
4,967
2% 土木費

35,422
16%

教育費
17,340　8%

農林水産業費
22,233　10%

扶助費
10,513
5%

普通建設事業費
40,401　18%

公債費
32,859
15%

物件費
40,038　
18%

補助費等
26,463
12%

繰出金
18,656
8%

維持補修費
3,772　2%

積立金
2,970　1%

予備費
300　0％

議会費
3,546　2%

災害復旧費
11　0%

 

その他
1　0%

義務的
経費
89,889
40%

投資的経費
40,412　18%

その他
経費
92,199
42%

　
こ
の
度
、
天
龍
村
が
令
和
６

年
２
月
９
日
㈮
に
行
わ
れ
た

「
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ

く
り
賞
」
の
表
彰
式
で
、
信
州

の
木
利
用
推
進
の
部
で
長
野
県

知
事
賞
を
根
羽
村
と
川
上
村
と

　
天
龍
村
で
は
、
繁
殖
制
限
に

対
す
る
意
識
を
広
く
普
及
し
、

適
正
な
飼
育
が
図
ら
れ
る
よ
う

令
和
６
年
４
月
以
降
に
犬
猫
に

対
し
不
妊
去
勢
手
術
を
行
っ
た

方
へ
、
手
術
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　
対
象
は
左
記
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
役
場
に
申
請
書
兼
請
求
書

を
提
出
く
だ
さ
い
。

　対
象
者

　
村
内
に
住
所
が
あ
る
方

　
村
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

　
犬
の
場
合
、
狂
犬
病
の
予
防

接
種
を
受
け
て
い
る
こ
と

　補
助
額

　
１
頭
当
た
り
５
，
０
０
０
円

で
、
手
術
費
用
の
総
額
が

５
，
０
０
０
円
に
満
た
な
い
場

合
は
そ
の
額

　申
請
方
法

　
役
場
ま
た
は
南
支
所
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
申
請
書
兼

請
求
書
へ
該
当
箇
所
を
ご
記

入
の
上
手
術
を
証
明
す
る
も

の
を
添
付
し
提
出
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
役
場
建
設
課
環
境

水
道
係
（
☎
32-

１
０
２
２
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
飯
田
保
健
所
で
も

年
間
50
頭
限
定
で
低
額
手
術

費
の
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
保
健
所
で
の
支
援
を
受
け

ら
れ
て
も
村
の
補
助
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

犬
猫
不
妊
去
勢
手
術
に
対
す
る
補
助
金
が
で
ま
す

阿
南
斎
場
の
午
後
の

　火
葬
開
始
時
刻
を

　
　
　変
更
し
ま
し
た

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、

都
合
に
よ
り
、
午
後
１
回
目
の

火
葬
開
始
時
間
を
今
ま
で
の
13

時
00
分
か
ら
30
分
早
め
、
12
時

30
分
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
午
前
の
開
始
時
間
と
、

午
後
２
回
目
の
開
始
時
間
帯
は

今
ま
で
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
現
在
開
始
時
間
》

　
午
前
９
時
00
分

　
午
後
１
回
目
13
時
00
分

　
午
後
２
回
目
15
時
30
分

《
変
更
後
開
始
時
間
》

　
午
前
９
時
00
分

　
午
後
１
回
目
12
時
30
分

　
午
後
２
回
目
15
時
30
分

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
下
伊
那
南
部
総
合
事
務
組
合

　
　
☎（
22
）
４
０
５
４

　
広
報
天
龍
第
２
１
７
号
（
１

月
号
）
で
公
表
後
、
３
月
31
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
田
口
　
正
人 

様

●
青
山
　
　
悟 

様

●
岡
村
　
美
保 

様

●
野
村
　
輝
善 

様

●
村
田
　
憲
司 

様

●
根
本
　
泰
昌 

様

●
木
村
　
義
一 

様

　
今
回
は
85
名
の
方
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
な

ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き
ま

す
。

　
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か
ら

の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場

窓
口
で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

https://w
w
w
.furusato-tax.jp

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（単位：万円）（単位：万円）

の
連
名
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
県
内
の
森
林
・

林
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個

人
や
団
体
を
対
象
と
す
る
も
の

で
、
東
京
五
輪
の
選
手
村
へ
Ｓ

Ｇ
Ｅ
Ｃ
国
際
森
林
認
証
を
取
得

し
た
森
林
の
木
材
を
提
供
し
、

五
輪
終
了
後
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

レ
ガ
シ
ー
と
し
て
ベ
ン
チ
と
テ

ー
ブ
ル
を
作
成
し
、
国
際
認
証

材
の
普
及
啓
発
に
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

天
龍
村
が「
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞

（
信
州
の
木
利
用

推
進
の
部
　
）」で
、長
野
県
知
事
賞
を
受
賞
！



（21）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）４月25日 広 報　天　　龍（８）令和６年（2024年）４月25日

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

140,000

160,000

180,000

200,000

220,000

240,000

260,000

280,000

300,000
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※R4年度までは実績、R5は決算見込み、R6は当初予算で算出。

（単位：万円）

（単位：万円）

年度末残高

公債費

年度
Ｈ17
Ｈ18
Ｈ19
Ｈ20
Ｈ21
Ｈ22
Ｈ23
Ｈ24
Ｈ25
Ｈ26
Ｈ27
Ｈ28
Ｈ29
Ｈ30
Ｒ元
Ｒ２
Ｒ３
Ｒ４
Ｒ５
Ｒ６

当初予算額
209,600
192,600
187,500
178,700
179,000
179,000
176,000
204,000
170,000
197,400
173,600
160,000
166,000
173,000
230,000
211,400
204,000
262,900
265,600
222,500

年度

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

公債費

76,710

78,178

84,989

74,594

72,273

56,233

54,965

47,384

35,791

30,251

27,538

22,213

29,101

31,484

30,584

30,217

55,605

30,412

35,215

32,859

借入額

29,140

22,360

15,762

15,288

16,507

25,474

20,963

51,309

20,554

40,059

64,471

24,114

23,869

26,987

68,368

43,032

33,998

70,009

71,388

21,850

年度末残高

438,963

389,540

325,731

270,884

218,675

190,713

158,994

164,656

150,900

161,925

199,962

202,822

198,391

194,542

232,844

246,117

224,877

264,843

309,193

305,317

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

直
近
20
年
の
当
初
予
算
額
推
移

直近２０年間の村債借入額等推移

借入額

役場庁舎耐震改修

保育所整備

温泉大規模改修

総合体育施設建設

小中併設校整備

防災行政無線同報系
デジタル化工事

㊗天龍村総合体育施設太陽光発電設備整備工事完成
環境省：地域レジリエンス・脱炭素化を同時実現するへの自立・分散型エネルギー設備等導入推進事業
第２号事業：令和５年３月完了（設計）第１号事業：令和６年１月完了（整備工事）

施設名：天龍村総合体育施設
導入設備：太陽光発電設備

モジュール容量　56.94kW、パワコン容量　49.9kW、蓄電池
システム、蓄電池容量　104.4kWh、パワコン容量　49.5kW

補助金額：40,425千円（事業費の1/2）
CO2削減量：36.39　t-CO2/年
施工業者：株式会社リックス、新井電気工事株式会社
設計監理：株式会社鈴木建築設計事務所

　令和４年度に建設した天龍村総合体育施設は、体育施設
の他、有事の際に避難施設となるもので、施設には非常用

電源、非常用給水タンク、フリー Wi-Fi、災害用照明（グラウンド用）、
備蓄用倉庫を完備しています。
　令和４年度に本補助金により、太陽光発電施設設備設計業務を、引き続
き、令和５年度に太陽光発電施設の整備を行い、有事の際、体育施設及び
隣接する小・中学校の電源を賄うことを目的としました。
　発電機を用いず、太陽光発電施設を整備したことで、平時の脱炭素化に
加え、災害時のエネルギー供給などの機能発揮が可能となりました。

事業内容

ゼロカーボンに
向けての第一歩

昼間は、太陽光発電のエネルギーで校内の電気を補うと共に蓄電池に充電
夜間は、蓄電池で校内へ放電で脱炭素化の実現を図っています

《天龍村総合体育施設 太陽光発電設備》

《蓄電池システム》

避難所の防災機能が向上しました

《蓄電池パック》
日産電気自動車リーフのリユース電池パック

《切替盤》《パワーコンディショナ》

非常時昼間・夜間も体育施設は電気の使用可能

非常時用SW表記＋非常時用コンセント

普及効果・平時における役割
　平時は施設内の電気系統に太陽光発電で発電した電力が自家消費します。体育施設・
教室の増設に伴い契約電力が変更になりましたが、既設の電力を賄うことができる予
定です。また休日等で使用電力が少なく発電の電力に余剰が発生するときは、蓄電池
システムに充電をして、発電をしていない時に放電し、再生可能エネルギーでの電力
を有効に使用します。CO2削減量は36.39（t-CO2）が見込めます。
　今後も本事業にて導入した設備・施設を活用したPRを行い、再生可能エネルギー
への理解と推進、各家庭での非常時に向けての対策、意識の向上を図るとともに、今
後も村内の公共施設において環境に配慮した設備の導入を前向きに検討したいと思い
ます。

防災減災面における役割
　災害時は、天候の良い昼間は、太陽光発電により蓄電池システムに充電をして、蓄
電池システムにより、体育施設（照明について管理人室は全数点灯、トイレ、アリーナ、
会議室は通常の１／２点灯、コンセントはアリーナ、トイレ、外部東面は全数、残り
は使用状況を考慮して通常の１／２又は無し、エアコンは三相エアコンを会議室で使
用可）、校舎側（照明は家庭科室、ランチルーム、は全数点灯、コンセントは前述個
所全数と災害用Wi-Fi電源、エアコンは三相エアコンを家庭科室・ランチルームで使
用可）に電気を供給することにより、有事の際の防災の拠点としての役割を果たしていきます。
　また災害時の夜間に関しては、昼間太陽光発電で発電した余剰電力を蓄電池システムに充電することで、体育施設（照明
について管理人室は全数点灯、トイレ、アリーナ、玄関ホール、会議室は通常の１／２点灯、コンセントはアリーナ、トイレ、
外部東面は全数、残りは使用状況を考慮して通常の１／２又は無し、エアコンは三相エアコンを会議室で使用可）、校舎側（照
明は家庭科室、ランチルーム、は全数点灯、コンセントは前述個所全数と災害用Wi-Fi電源、エアコンは三相エアコンを家
庭科室・ランチルーム）で使用可能となります。



　
天
龍
村
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
は
、
村
長
か
ら
令
和
６
年
度

村
議
会
議
員
報
酬
月
額
及
び
村

常
勤
特
別
職
給
料
月
額
に
関
す

る
諮
問
を
受
け
て
、
２
月
６
日

㈫
に
審
議
会
を
開
催
し
、
２
月

28
日
㈬
に
、
松
下
清
治
会
長
か

ら
村
長
に
対
し
、
答
申
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
答
申
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
議
会
議
員
の
報
酬
月
額
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
審
議
会
に
お

い
て
答
申
を
し
た
議
会
広
報
紙

の
発
行
や
住
民
と
の
意
見
交
換

会
な
ど
が
、
令
和
５
年
度
に
実

行
す
る
に
至
っ
た
が
、
こ
の
活

動
の
成
果
を
期
待
す
る
こ
と

や
、
全
議
員
が
一
層
住
民
に
伝

わ
る
活
動
に
尽
力
を
し
て
も
ら

う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
し

て
、
現
行
の
額
を
据
え
置
く
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
長
の
給
料
月
額
は
、
こ
れ

ま
で
の
村
政
の
運
営
を
評
価

し
、
就
任
当
初
に
減
額
を
す
る審議会から村長への答申

前
の
給
料
月
額
に
戻
し
た
う
え

で
、
物
価
高
騰
や
賃
金
の
上
昇

な
ど
の
社
会
情
勢
を
考
慮
し
て

２
％
程
度
引
き
上
げ
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

　
副
村
長
・
教
育
長
の
給
料
月

額
は
、
村
長
と
共
に
一
層
職
務

を
全
う
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
、

現
行
の
額
か
ら
村
長
と
同
率
の

２
％
程
度
引
き
上
げ
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

　
村
長
は
、
審
議
会
の
答
申
結

果
を
重
く
受
け
止
め
た
う
え

で
、
村
長
、
副
村
長
、
教
育
長

の
給
料
月
額
を
令
和
６
年
４
月

か
ら
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
案

を
令
和
６
年
３
月
議
会
定
例
会

へ
上
程
し
可
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
同
日
、
村
長
の
給
料
月
額

に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
３
月

末
ま
で
、
現
行
の
額
に
据
え
置

く
特
例
条
例
案
を
追
加
提
出
し

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（９）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）４月25日 広 報　天　　龍（20）令和６年（2024年）４月25日

村
議
会
議
員
報
酬
月
額

村
常
勤
特
別
職
給
料
月
額

令
和
６
年
度
村
議
会
議
員
報
酬
及
び
村
常
勤
特
別
職
給
料

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
ク
ラ
ウ

ド
型
電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
（
ク

ラ
ウ
ド
サ
イ
ン
）
を
導
入
し
ま
す
。

電
子
契
約
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

紙
で
取
り
交
わ
し
て
い
た
契
約

書
が
電
子
フ
ァ
イ
ル
と
な
り
ま

す
。

電
子
契
約
の
メ
リ
ッ
ト

•

書
類
紛
失
リ
ス
ク
の
低
減

•

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
促
進

•

事
務
の
効
率
化

•

コ
ス
ト
削
減
（
収
入
印
紙
不
要
）

電
子
契
約
利
用
に
つ
い
て

•

電
子
契
約
を
さ
れ
た
い
場
合
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能

な
環
境
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

必
要
で
す
。

•

電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
役
場
と
契
約
を
締
結
す
る
場

合
に
、
使
用
料
な
ど
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

•
「
電
子
契
約
利
用
申
出
書
」
の

提
出
を
も
っ
て
、
電
子
契
約
を

す
る
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

•

電
子
契
約
利
用
の
意
思
確
認
は

案
件
ご
と
に
行
い
ま
す
。

•

電
子
契
約
の
導
入
後
も
、
従
来

ど
お
り
の
紙
契
約
を
継
続
し
ま

す
。

•

電
子
契
約
を
し
た
案
件
の
次
の

案
件
で
、
紙
契
約
に
戻
す
こ
と

も
可
能
で
す
。

★
詳
し
く
は
、Ｈ
Ｐ
や
ク
ラ

ウ
ド
サ
イ
ン
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
（https://help.clouds-

ign.jp/ja/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

電
子
契
約
を
導
入
し
ま
す

　
村
で
は
、
第
６
次
総
合
計
画

及
び
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
仕

事
創
生
総
合
戦
略
の
実
現
に
向

け
て
、
村
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
べ
き
様
々
な
課
題
の
中

か
ら
、
効
果
が
大
き
く
重
要
と

考
え
ら
れ
る
、
農
業
、
林
業
、

観
光
に
関
す
る
産
業
振
興
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
を
令
和
元
年

７
月
か
ら
実
施
す
る
と
と
も
に
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
福
祉
に

関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
加
え
、

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

行
政
主
導
に
よ
る
振
興
策
な
ど

の
仕
組
み
を
考
え
る
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
３
月
26
日
㈫
に
、
各
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
令
和
５
年
度
と
こ
れ

ま
で
の
活
動
内
容
に
関
す
る
報

告
会
を
開
催
し
、
当
日
は
ご
多

用
の
中
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
本
活
動

に
対
し
て
の
貴
重
な
ご
意
見
や

ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
令
和
５
年
度

を
持
ち
ま
し
て
一
旦
区
切
り
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
令
和
６
年

度
か
ら
は
、
各
チ
ー
ム
の
活
動

で
得
た
知
識
を
、
職
員
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
活
か
し
て
も
ら
う

中
で
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
み
な
さ
ん
に
対
し
ま
し

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
職

員
の
活
動
へ
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
農
産
物
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
今
年
度
の
農
産
物
継
承
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
村
内
の
農
業
に

関
わ
る
方
た
ち
で
集
ま
る
「
楽

農
塾
」
を
設
立
し
、
情
報
交
換

や
肥
料
づ
く
り
な
ど
の
共
同
作

業
を
行
っ
た
ほ
か
に
、
地
産
地

消
に
向
け
て
学
校
給
食
に
規
格

外
野
菜
を
活
用
す
る
提
案
や
天

龍
村
の
新
た
な
特
産
品
「
十
久

保
南
蛮
」
の
栽
培
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度

を
も
っ
て
一
旦
終
了
と
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

○
森
林
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　
木
に
触
れ
、
森
と
親
し
む
を

テ
ー
マ
に
、
木
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
る
薪
割
り
イ
ベ
ン
ト
を

２
回
開
催
し
ま
し
た
。
普
段
の

生
活
で
森
に
囲
ま
れ
た
生
活
を

し
て
い
る
も
の
の
、
身
近
に
あ

る
木
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い

た
め
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ

た
体
験
で
、
森
林
資
源
に
興
味

を
持
つ
方
を
増
や
す
取
り
組
み

を
実
施
し
、
延
べ
約
60
名
の
方

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
場
庁
舎
の
薪
ス
ト

ー
ブ
の
運
用
か
ら
、
村
内
で
薪

の
循
環
利
用
に
つ
い
て
の
調
査

や
検
討
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
今
年
度
の
観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
主
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
地
域
の
話

題
や
四
季
の
発
信
、
村
内
レ
ス

ト
ラ
ン
へ
の
新
メ
ニ
ュ
ー
の
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
で

は
、
天
龍
村
を
知
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
作
り
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
行
事
の
風
景
や
季
節
の
話

題
、
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
様
々

な
投
稿
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
内
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

の
新
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
で
は
、

村
な
ら
で
は
の
ご
当
地
メ
ニ
ュ

ー
を
提
案
し
、
村
を
訪
れ
る
目

的
と
な
り
う
る
新
規
コ
ン
テ
ン

ツ
の
確
立
を
目
指
し
ま
し
た
。

○
福
祉
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
今
年
度
は
天
龍
保
育
所
及
び

社
会
福
祉
協
議
会
（
養
護
老
人

ホ
ー
ム
天
龍
荘
・
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
天
龍
荘
）
を
視
察
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
へ
聞
き
取
り

に
よ
る
課
題
の
洗
い
出
し
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度
を
も
っ
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
活
動

は
終
了
し
ま
す
。
短
期
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
が
、
当
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
研
究
が
今
後

の
福
祉
産
業
に
少
し
で
も
プ
ラ

ス
に
働
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

令
和
５
年
度

天龍村公式
TikToK

天龍村公式
TikToK

天龍村公式
Instagram
天龍村公式
Instagram

産
業
振
興
に
係
る
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
開
催

　
そ
ん
な
中
、
今
回
の
植
樹

祭
で
は
カ
ン
ザ
ク
ラ
３
本
、

河
津
桜
２
本
の
計
５
本
の
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
度
植
樹
し
た
サ
ク
ラ

が
大
き
く
成
長
し
、
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
、
み
な
さ
ん

の
心
を
癒
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
植
樹
祭
を

実
施
す
る
に
当
た
り
お
世
話

に
な
っ
た
、Ｊ
Ｒ
東
海
旅
客

鉄
道
㈱
様
、
文
吾
林
造
園
㈱

様
を
は
じ
め
関
係
す
る
み
な

さ
ま
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

３
月
29
日
㈮
、
辰
（
龍
）

年
記
念
事
業
と
し
て
Ｊ
Ｒ
飯

田
線
伊
那
小
沢
駅
周
辺
に
サ

ク
ラ
の
植
樹
を
行
い
ま
し

た
。

「
信
州
に
春
を
つ
げ
る
村
」

と
し
て
、
毎
年
県
内
で
一

番
初
め
に
サ
ク
ラ
の
開
花
の

便
り
を
届
け
て
い
る
Ｊ
Ｒ
飯

田
線
伊
那
小
沢
駅
構
内
に
あ

る
サ
ク
ラ
で
す
が
、
こ
こ
数

年
は
自
然
災
害
や
老
木
化
に

よ
る
倒
木
で
数
を
減
ら
し
て

い
ま
し
た
。◀

カ
ン
ザ
ク
ラ
を
植
樹

▶
伊
那
路
号
と
記
念
撮
影

「
辰
（
龍
）
年
記
念
事
業
」
Ｊ
Ｒ
飯
田
線

　
伊
那
小
沢
駅 

サ
ク
ラ
植
樹
祭
を
行
い
ま
し
た

（　）内は前年度の月額

○令和６年度村議会議員報酬月額
議　長：　　237,000円（前年度と同額）
副議長：　　163,000円（　　　〃　　　）
常任委員長：153,000円（　　　〃　　　）
議　員：　　144,000円（　　　〃　　　）
○令和６年度村特別職給料月額
村　長：　　600,000円（前年度と同額）
副村長：　　530,000円（　520,000円　）
教育長：　　469,000円（　460,000円　）

【
介
護
料
の
支
給
】

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
「
脳
」、「
脊

髄
」、「
胸
腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
、

重
度
の
後
遺
障
害
を
持
つ
た
め
、
日

常
生
活
動
作
に
つ
い
て
「
常
時
」
又

は
「
随
時
」
の
介
護
が
必
要
と
な
っ

た
方
に
、
次
の
と
お
り
介
護
料
を
支

給
し
ま
す
。

◎
支
給
額
（
月
額
）

特
Ⅰ
種
　
８
５
，
３
１
０
円
〜

２
１
１
，
５
３
０
円

　
Ⅱ
種
　
７
２
，
９
９
０
円
〜

１
６
６
，
９
５
０
円

　
Ⅲ
種
　
３
６
，
５
０
０
円
〜

８
３
，
４
８
０
円

【
交
通
遺
児
な
ど
へ
の
育
成
資
金
の

無
利
子
貸
付
】

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
亡

く
な
ら
れ
た
り
、
重
度
後
遺
障
害
を

残
す
こ
と
と
な
っ
た
ご
家
庭
の
中
学

校
卒
業
ま
で
の
お
子
様
を
対
象
に
育

成
資
金
の
無
利
子
貸
付
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

◎
貸
付
額
（
無
利
子
）

　
は
じ
め
に
一
時
金…

１
５
５
，
０
０
０
円

　
毎
月…

２
０
，
０
０
０
円

　
入
学
支
援
金
（
小･

中
学
校
入
学
時
）…

４
４
，
０
０
０
円

　
返
還
方
法…

中
学
校
卒
業
後
か
ら

６
カ
月
又
は
一
年
の
据
置
期
間
経
過

後
に
月
賦
又
は
半
年
賦
併
用
に
よ
る

20
年
以
内
の
で
の
均
等
払
い

※

高
校
・
大
学
等
へ
進
学
さ
れ
た
場

合
、
在
学
中
は
返
還
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

★
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
自
動

車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６‒

４
８
０‒

０
５
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６‒

２
６
３‒

１
５
７
０

U
R
L
:http:/w

w
w
.nasva.go.jp

長
野
市
南
池
７
１
０‒

３
長
野
県
ト

ラ
ッ
ク
会
館
２
Ｆ

介
護
料
支
給
の
ご
案
内
及
び

交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金

の
無
利
子
貸
付
の
ご
案
内
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能
登
半
島
災
害
地
派
遣
に
つ
い
て

３/15派遣職員出発式

　
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、

長
野
県
は
「
長
野
県
合
同
災
害

支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
被
災
県
な

ど
へ
の
支
援
に
関
す
る
協
定
」

に
基
づ
き
、
県
と
市
町
村
が
一

体
と
な
り
、
一
つ
の
チ
ー
ム

「
チ
ー
ム
な
が
の
」
と
し
て
、

被
災
地
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

天
龍
村
か
ら
は
職
員
３
名
を
派

遣
し
ま
し
た
。

　
３
名
の
う
ち
、
２
名
は
３
月

18
日
か
ら
23
日
、
１
名
は
３
月

26
日
か
ら
31
日
の
期
間
、
輪
島

市
へ
派
遣
さ
れ
、
主
に
避
難
所

で
あ
る
輪
島
高
校
に
て
、
避
難

所
支
援
の
業
務
に
あ
た
り
ま
し

た
。

　
避
難
所
に
は
３
月
18
日
時
点

　令和６年度から令和８年度までの村の保険料基準額（月額）は7,500円（昨年度までは5,000円）となります。
国の示す標準段階が９段階から13段階に変更となり、所得の多い方の段階が細かく分けられます。第１段
階から第３段階までの方の率は引き下げられ、さらに令和元年度から実施している保険料軽減を引き続き
行います（表中の年額は軽減後のものです）。

令和６年度からの保険料年額について

段　階 対　象　と　な　る　方 年額保険料
（ ）内は昨年度までの年額

第１段階
生活保護の方及び世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年
金を受給されている方、または前年所得金額＋課税年金
収入額が80万円以下の方

25,650円
（18,000円）

第２段階 本人及び世帯員全員が住民税非課税で、合計所得金額＋
課税年金収入額が80万円を超え120万円以下の方

43,650円
（30,000円）

第３段階 本人及び世帯員全員が住民税非課税で、合計所得金額＋
課税年金収入額が120万円を超える方

61,650円
（42,000円）

第４段階 本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）
で、合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方

81,000円
（54,000円）

第５段階
（基準額）

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）
で、第4段階以外の方

90,000円
（60,000円）

第６段階 本人が住民税課税で合計所得金額が120万円未満の方 108,000円
（72,000円）

第７段階 本人が住民税課税で合計所得金額が120万円以上210
万円未満の方

117,000円
（78,000円）

第８段階 本人が住民税課税で合計所得金額が210万円以上320
万円未満の方

135,000円
（90,000円）

第９段階 本人が住民税課税で合計所得金額が320万円以上420
万円未満の方

153,000円
（102,000円）

第10段階 本人が住民税課税で合計所得金額が420万円以上520
万円未満の方

171,000円
（102,000円）

第11段階 本人が住民税課税で合計所得金額が520万円以上620
万円未満の方

189,000円
（102,000円）

第12段階 本人が住民税課税で合計所得金額が620万円以上720
万円未満の方

207,000円
（102,000円）

第13段階 本人が住民税課税で合計所得金額が720万円以上の方 216,000円
（102,000円）

で
80
名
を
超
え
る
方
々
が
未
だ

に
避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
状
況
で
し
た
が
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
被
災
者
と
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ（
青

年
海
外
協
力
協
会
）
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
を
中
心
に
避
難

所
の
運
営
が
確
立
さ
れ
、
落
ち

着
い
て
避
難
所
生
活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　「
チ
ー
ム
な
が
の
」
と
し
て

行
っ
た
避
難
所
支
援
は
主
に
避

難
者
の
見
守
り
を
中
心
に
、
配

給
・
物
資
の
運
搬
、
避
難
所
の

換
気
な
ど
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
則
っ
た
業
務
を
24
時
間
体

制
で
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
派
遣
期
間
中
の
休
養

日
に
は
、
輪
島
市
内
の
被
害
の

様
子
を
直
接
見
て
回
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
災
害
地
派
遣
は
、
職

員
が
実
際
の
被
災
地
の
様
子
を

見
て
、
肌
で
感
じ
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
。
想
像
に
反
し
、
物

資
は
充
実
し
て
お
り
、
派
遣
期

間
中
、
飲
食
に
困
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
で
報
じ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
ト
イ
レ
の
確
保
の
問

題
や
入
浴
な
ど
長
期
の
避
難
所

生
活
を
強
い
ら
れ
る
状
況
と
な

っ
た
場
合
の
衛
生
面
の
課
題
な

ど
、
村
で
も
研
究
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
述
し
ま
し
た
と
お

り
、
避
難
所
の
輪
島
高
校
に
避

難
さ
れ
て
い
る
方
々
は
落
ち
着

い
て
生
活
し
て
い
て
、
安
定
し

た
避
難
所
運
営
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
派
遣
先
が

市
街
地
で
あ
り
、
早
期
の
物
資

輸
送
網
の
確
保
、
主
要
と
な
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
が
実
現

し
や
す
い
条
件
下
に
あ
っ
た
こ

と
も
、
要
因
の
一
つ
で
も
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
現
在
、
天
龍
村
で
は
近
い
将

来
、
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
に
備
え
が
必
要
な
時
で

す
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
能
登
半
島
地

震
と
異
な
り
、
被
害
が
全
国
的

に
広
範
囲
に
及
ぶ
た
め
、
今
回

の
派
遣
先
に
見
て
き
た
よ
う
な

物
資
が
充
実
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
も
復
旧
し
た
安
定
し
た
避
難

所
運
営
の
体
制
が
整
う
だ
け
で

も
相
当
な
時
間
を
要
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
村
で
も
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
今
後
も
備
え
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
村

民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
意
識
の
も
と
、
各
ご
家
庭
に

お
い
て
も
非
常
食
や
水
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
電
源
な
ど
の
災
害
用
備

品
の
備
え
の
充
実
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
災

害
が
発
生
し
た
時
の
行
動
な
ど

を
確
認
し
て
お
く
こ
と
な
ど
、

今
一
度
防
災
意
識
を
高
め
、
有

事
に
備
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

避難所の様子

配給支援

物資運搬
朝市の火災現場

避難所の中心に支援物資を配置
各自で好きな物を取っていきます
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　介護保険運営を支える大切な財源のうち、65歳以上の方の介護保険料は３年ごとに見直すことになって
います。今後も安定して村の介護保険を運営できるよう、介護保険懇話会でもご意見をいただきながら保
険料額の見直しを行いました。

◎介護保険料のしくみ
　介護保険は、保険料と公費（国・県・村）で半分ずつ負担することで成り立っています。保険料のうち、
村の介護保険に加入されている65歳以上のみなさんに納めていただく保険料により、介護保険の運営
に必要な費用の23%を賄うことになっています。保険者（市町村等）ごとに介護サービス利用の見込
みを推計し、それをもとに保険料がいくら必要になるのかを計算し、みなさんに納めていただく保険
料額が決まります。
　つまり、介護サービスを利用される方が増えると、それに伴い介護保険料も増えるしくみです。

保険料額見直しにあたってのポイント
今回の保険料見直しにあたってのポイントは、以下の２つです｡

　こうした状況から、令和６年度からの介護保険料
について見直しを行うことが避けられず、右ページ
の保険料額とさせていただくことになりました。
　人口減少が進む中でも、より質の高い介護サービ
スや介護予防などを安定して実施していくための保
険料額の見直しとなりますので、ご理解、ご協力を
お願いいたします。

65歳以上の方の介護保険料額 見直しについて

　 ポイント①
介護サービス利用の増、人口の減
　要支援・要介護の認定を受ける方が年々増加
しており、介護サービスを必要とする方が増え
ています。
　ご家族が村外にいらっしゃる方や、同居であ
っても現役で働いている方も多いことから、介
護サービスが欠かせない方も多くいらっしゃい
ます。そうした事情もあり、今後も介護サービ
スの需要が高まると予想されます。
　その反面、村全体の人口減少により、65歳以
上の人口も年々減少し続けています。このため、
増え続ける費用をより少ない人数で負担しなけ
ればならず、保険料額の上昇につながります。

　 ポイント②
介護保険支払準備基金残高の減
　介護サービスなどの費用に充てきれず余った
保険料などは、基金（貯金）に積立をします。
この残高に余裕があるときは、保険料が不足し
たときなどの補填や、保険料額の急な上昇を抑
えるために充ててよいことになっています。
　村でも、近年の想定を上回る介護サービス利
用の増加によって毎年保険料が不足していたた
め、基金残高を取り崩して補填していました。
これにより、保険料額の上昇を抑えるために十
分な基金残高がなく、基金残高を財源とするこ
とが難しくなっています。

種類 補助金等の額 補助対象事業の範囲及び補助要件

住
宅
新
築
補
助
金

16歳～40歳
工事費の20％以内
41歳～50歳
工事費の10％以内
51歳～60歳
工事費の５％以内
（限度額200万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある方
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の方
③申請後２年以内に建築の完成を認める方
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。ただ
し、村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
宅
増
改
築
補
助
金

16歳～40歳
工事費の20％以内
41歳～50歳
工事費の10％以内
51歳～60歳
工事費の５％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある方
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の方
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。

空
き
家
等
取
得
補
助
金

16歳～40歳
取得費の20％以内
41歳～50歳
取得費の10％以内
51歳～60歳
取得費の５％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある方
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の方
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
　

宅
　

用
　

地

取
得
補
助
金

取得費の100％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある方
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の方
③住宅用地面積100㎡以上取得した方
④用地取得後に補助金を交付します。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
助
成
金

２歳以上１人につき５万円

右記⑥に該当する場合は
＋５万円

①天龍村に16歳以上60歳以下でＵ・Ｉターンした方で、居住及び住所を有し、かつ、永住の意志の
ある方
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給は１人につき１回限りとし、支給後の再転入は支給しません。
④申請者本人及び同居者が他の補助金を受けた場合は支給しません。
⑤申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金の額を交付します。
⑥転入時に30歳以下でＵ・Ｉターンした方のうち、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農
し、継続して２年以上勤務した場合は、①～⑤とは別に左記に定める助成金を支給します。

後
継
者
助
成
金

５万円

右記③に該当する場合は
＋５万円

①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある方
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。ただし、申請時に12か月以上の居住及び
住所要件を満たしている必要があります。
③新規学卒した年に、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、継続して２年以上勤務
した場合は、①②とは別に左記に定める助成金を支給します。

通
勤
助
成
事
業

１㎞あたり10円
（支給限度：一月あたり

10,000円
但し、支給総額の１／３の額
は村内SS利用クーポン券に
て助成）
年間支給券算出式
「10円×最短通勤往復距離
×１か月の通勤日数（22日
を上限とする）×通勤月数」

①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある方
②16歳以上で村外の就業地に勤務している方、及び村長が特別に認めた方に支給します。
③毎年１月から12月までの間の利用実績に応じ、支給総額を決定します。ただし、当該月の勤務日
数が15日を欠くときは当該月分については支給の対象となりません。

④支給総額のうち２／３は現金で支給し、１／３は村内SSで翌年度利用できるクーポン券（千円券）
を発行します。【クーポン券相当額計算式】支給総額×１／３（但し百円単位は切り捨て、現金で支給）
⑤④で算出された金額のうち、16歳～40歳はその額の10/10、41歳～50歳は２／３、51歳以上は１／
３の額を支給し、
消防団員にあっては算出された年間支給額に10％の額を加算し支給します。※支給率の年齢は申
請基準日を適用します。
⑥村内SS利用クーポン券は村内のガソリンスタンドに限り使用できるものとし、当該スタンド取扱
商品、サービスに対し使用できます。（利用可能の例：給油、灯油配達、タイヤ・オイル交換、
洗車など／利用不可能：専用カードへの入金）

結
婚
祝
金

国内、外国人との結婚を問
わず１組　10万円

①天龍村に２年以上居住及び住所を有する方で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住要件は片方
が該当していれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

出
産
祝
金

第１子・第２子　　20万円
第３子　　　　　50万円
第４子以降は第３子と同額

父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する方で、かつ、永住の意志のある父母。

※詳細は地域振興課 移住定住推進係までお問い合わせください。（☎32－1023）

（2022年４月１日～ 2025年３月31日）

天龍村定住促進事業のあらまし
　天龍村定住促進事業は、皆さんに「天龍村に住んで良かった」と、また村外の方々に「天龍村に住んでみた
い」と思っていただけるような魅力ある村づくりに寄与することを目的とした条例です。該当すると思われる
方は、お気軽にご相談ください。
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納入方法について
◎普通徴収（納付書や口座振替により納めていただく方）
　４月分から６月分については、令和５年分の所得が確定しておりませんので、前年度の所得段階およ
び保険料額をもとに仮徴収します。その後、確定した所得により決定した保険料額から仮徴収額を差し
引いた額を、残りの納期で割り算出します。このとき、端数を７月分で調整します。

【例】令和５年度および令和６年度に第２段階で、普通徴収の場合

◎特別徴収（年金から天引きされる方）
　４月・６月・８月の保険料額については、令和５年分の所得が確定しておりませんので、前年度２月
の保険料額をそれぞれ仮徴収します。その後、確定した所得により決定した保険料額から仮徴収額を差
し引いた額を、残りの納期で割り算出します。このとき、端数を10月分で調整します。

【例】令和５年度および令和６年度に第２段階で、特別徴収の場合

※なお、40歳から64歳までの方は、加入されている医療保険料の一部として介護保険料を納めていただい
ております。

介護保険に関するご相談などは、役場でも受け付けています。
お困りのことなどございましたら、担当係までお気軽にご連絡ください。

お問い合わせ先

・介護保険各種申請、介護保険料などに関すること　健康福祉課　健康支援係　　℡32-1021
・介護についての相談、認知症などに関すること　　健康福祉課　地域包括支援センター　℡32-1021

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 合　計

5,000円 5,000円 5,000円 9,650円 9,500円 9,500円 43,650円

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 合　計

5,000円 5,000円 5,000円 9,650円 9,500円 9,500円 43,650円

令和６・７年度の保険料率が決まりました
後期高齢者医療制度のお知らせです

　後期高齢者医療制度の保険料率は、医療給付費等を推計して２年ごとに見直されます。
　長野県における令和６・７年度保険料率は、後期高齢者の増加や医療費の伸びに加え、現役世代の負担
を抑えるための国の制度改正により、次のとおり増額改定することになりました。
　お一人おひとりの保険料額は６月下旬に決定し、７月以降にお住まいの市町村から決定通知書によりお
知らせします。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

令和４･５年度 令和６•７年度 備　　考
均等割額 40,907円 44,365円

所得割率 8.43% 9.45% 令和６年度は、基礎控除後の総所得金額等が58万円以下の場合は
8.56％

賦課限度額 66万円 80万円 令和6年度は、昭和24年3月31日以前に生まれた方、障害認定の方
は73万円

➡
➡
➡

（17）広 報　天　　龍

＋ ＝均等割額
44,365円

年間保険料額
限度額は80万円または73万円

所得割額
（所得－43万円）×

9.45％
または
8.56％

　本人・配偶者、直系尊属（父母、祖父母）、直系卑属（子、孫など）

※上記の方が載っていない戸籍（きょうだい及び配偶者の戸籍）証明書は請求できません。請求できる方が直接窓口へお越
しください。
※本人確認のために、顔写真付きの本人確認証書類（運転免許証、マイナンバーカード）のご提示をお願いします。

　戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）　　　　　　　　450円

　除籍全部事項証明・除籍謄本・改正原戸籍謄本　750円

令和６年３月１日から戸籍の広域交付が始まりました！
戸籍証明書等の請求が便利になります

戸籍の広域交付とは

　戸籍法の一部改正により本籍地以外の市区町村でも戸籍謄本を取得できます。
　必要な戸籍の本籍地が全国各地にあっても、１か所の市区町村でまとめて請求できます。

※ただし、コンピュータ化されていない一部の戸籍・除籍は除きます。
※一部事項証明、個人事項証明は請求できません。
※現在、全国的に法務局が管理するシステムに繋がりにくい状況にあり広域交付の戸籍の取得が難しい場合があります。

　相続人の出生から死亡までの連続した戸籍など、複数の証明書を請求する場合は、おおむね一週間程度
の日数を必要とします。まずはご連絡をお願いします。

広域交付で戸籍証明等を請求できる方

取得できる戸籍

お問い合わせ先：住民税務課　住民窓口係　☎32-1024
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制 度 見 直 し の 背 景
▪ 高齢化が進み、75歳以上の後期高齢者は毎年増えており、高
齢者の医療費は今後さらに増えていくと見込まれています。

▪ 後期高齢者の医療費は、窓口負担を除いて約４割は現役世代
が負担する支援金でまかなわれており、高齢者医療費の増加
に伴って、今後も現役世代の負担は拡大していく見通しです。

▪ このような中、全ての国民が、年齢に関わりなく、その能
力に応じて医療保険制度を公平に支え合うことが重要とな
ります。

▪ このような考えに基づき、昨年、後期高齢者医療制度の保険料について制度改正が行われ、令和６年４月
から新制度が始まります。

▪ 今回の保険料の見直しは、現役世代の負担を抑えることで、国民皆保険を将来につないでいくために行わ
れます。

制 度 改 正 の 内 容
● 後期高齢者負担率の見直し
（高齢者の保険料の伸びを現役世代の支援金の伸びに合わせる見直し）
　後期高齢者医療における医療費の負担割合は、後期高齢者負担率によって定められています。後期高齢
者の医療給付費を後期高齢者と現役世代で公平に支え合うため、「後期高齢者一人当たりの保険料」と「現
役世代一人当たりの後期高齢者支援金」の伸び率が同じになるように後期高齢者負担率が設定されます。

● 出産育児支援金
（出産育児一時金の費用を後期高齢者も支えていく仕組みの導入）
　出産育児一時金の支給費用の一部を、現役世代だけでなく後期高齢者医療制度も支援（拠出）する仕
組みとなります。

保険料の見直しに伴い、激変緩和措置があります
　令和6年度からの制度見直しに伴う、新たなご負担に関しては、
①収入にかかわらずご負担いただく定額部分（均等割）のみを負担する約６割の方（年金収入153万円相
当以下の方）については、制度見直しに伴う増加はありません。
②収入に応じてご負担いただく定率部分（所得割）は、一定以下の収入の方（年金収入153万円～ 211万
円相当の方）を対象に、令和６年度は制度見直しに伴う増加はありません。
③年収約1,000万円を超える方を対象とする保険料負担の年間上限額（賦課限度額）は、段階的に引き上
げられます（令和６年度は73万円、令和７年度は80万円）。

※令和６年度に新たに75歳に到達する方は③の激変緩和措置の対象外となります。

保 険 料 の 軽 減
　所得の低い方については、均等割額の軽減措置があります。

※給与所得者等の数とは、世帯内の被保険者と世帯主のうち、55万円を超える給与収入を有する方の数と公的年金等の収入が
125万円（その方が65歳未満の場合は60万円）を超える方の数（給与所得を有する方を除く）の合計をいいます。 

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等を合計した額
軽減割合（軽減後の均等割額）

令和６・７年度
43万円＋10万円×（給与所得者等の数※－１）以下の場合 ７割軽減（13,309円／年）
43万円＋（ 29.5万円×世帯の被保険者数）

＋10万円×（給与所得者等の数※－１）以下の場合 ５割軽減（22,182円／年）

43万円＋（ 54.5万円 ×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数※－１）以下の場合 ２割軽減（35,492円／年）

《お問い合わせ先》　天龍村役場健康福祉課　健康支援係　☎32－1021
　　　　　　　　　または、長野県後期高齢者医療広域連合　☎026－229－5320

後期高齢者医療制度の医療費の財源内訳
（総額約18.4兆円）　※令和４年度予算ベース

公費（税金）（8.0兆円）

その他

現役世代から
の支援金
（6.9兆円）

窓口負担
（1.5兆円）

後期高齢者
医療の保険料
（1.5兆円）

令和６年度 地区担当職員名簿
令和６年（2024年）４月１日

地区名 担当職員名

為　　栗
影原　　房 飯泉　幸大

長島宇連

折　　立 齋藤　正宏 福士　冬吾

清　　水 熊谷　弘幸 西村　颯真

東 原 Ａ 鈴木　浩孝 野竹　英二 槇村　綾奈

東 原 Ｂ 伊藤　祐介 小瀬水　渉

西　　原 渡久山直樹 宮澤真由美 内藤　孝雄 福士　冬吾

中　　央 大平　成二 宮澤真由美 成瀬　理沙 山﨑　仁美 田嶋　迪朗 中島加奈子

北 大平　崇史 宮澤　寿幸

本　　町 松澤　一生 成瀬　理沙 青木裕一郎

余　　野 熊谷　弘幸 小林　勇太

岡　　本 橘　　謙治 森　　祐二 金田　祥吾 宮澤　寿幸 槇村　綾奈

長 野 町 影原　　房 小瀬水　渉

長　　野 藤澤　久美 服部　誠司

南　　上 橋爪　　貴 坂田　一万 中島加奈子

南　　中 大平　卓治 宮下　正和 飯泉　幸大 青木裕一郎 斉藤　佑馬 西村　颯真

栄　　町 内藤　孝雄 金田　祥吾

南　　下 中島　俊博 山﨑　仁美 若月　瑞歩

松　　島

大平　崇史 長田みゆき 岩崎紗佑美 若月　瑞歩松島中電

独身住宅

鶯　　巣 服部　誠司 斉藤　佑馬

十 久 保 玉井　直江 長田みゆき

下　　山 後藤　浩二 青木裕一郎

中 井 侍 斎藤　正宏 玉井　直江

途中上平
森　祐二 瀧澤　　翔

鶯巣宇連

福　　島 後藤　浩二 藤澤　久美 小林　勇太

倉 の 平 野竹　英二 若月　瑞歩

坂　　部 大平　卓治 宮澤　寿幸

中　　組 宮下　正和 飯泉　幸大

戸　　口 渡久山直樹 岩崎紗佑美

大 久 那 橘　　謙治 西村　颯真

合　　戸
鈴木　浩孝 福士　冬吾

見　　遠

向　　方
橋爪　　貴 松澤　一生 田嶋　迪朗

峠　　山

大 河 内 中島　俊博 伊藤　祐介 後藤三八子

梨　　畑 坂田　一万 大平　成二 後藤三八子



広 報　天　　龍（14）令和６年（2024年）４月25日

※詳しくは、４月上旬にお配りしました「がん検診希望調査」をご覧いただき、申し込みください。

※村では国の指針に基づき、以下のがん検診を行います。勤務先などでがん検診を受ける機会のない方は、
　検診費用のお得な村の集団検診をご利用ください。

がん検診一覧表（集団検診）がん検診一覧表（集団検診）

年に１度は、特定健診を受けましょう!年に１度は、特定健診を受けましょう!

※人間ドックを受診予定の方は、村の集団特定健診は受診する必要はありません。
※75歳以上の方で定期的に病院を受診している方は、主治医とご相談ください。

　高血圧症、脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病のほとんどは自覚症状がないため、
健診で早期発見しましょう。

　また、内臓脂肪が過剰に蓄積した状態であるメタボリックシンドロームは、生活習慣病の原因と言われ
ており、特定健診はこのメタボリックシンドロームに着目した内容になっています。ぜひ受診しましょう！

特　定　健　診 特定保健指導 後期高齢者健康診査

年　齢 令和６年度40～74歳の方（75歳の誕生日前日まで）

健診の結果、メ
タボリックシン
ドロームのリス
クに応じて、栄
養士・保健師な
どの専門家から
生活習慣改善の
サポートを６か
月間受けられま
す。

令和６年度75歳～80歳の方

対象者

天龍村国保加入者の方 勤務先等の医
療保険加入者
及びその扶養
者

後期高齢者医療保険加入者（人間ドックと重複受診はできま
せん）

受診に
必要なもの

①天龍村国民健康保険被保険者証
②受診券（６月中に送付予定）

個別の特定健
診については
加入している
各医療保険者
にお問い合わ
せください。

①長野県後期高齢者医療被保険
者証

②受診券（６月中に送付予定）

集団健診

７/９㈫午前 おきよめの湯 ７/11㈭午前 おきよめの湯

７/９㈫午後 老人福祉センター ７/11㈭午後 老人福祉センター

７/10㈬午前 老人福祉センター ７/12㈮午前 老人福祉センター

費　用
（個人負担金） 2,000円

健診のあとは、
特定保健指導を
受けましょう！

1,000円

実施者
（お問い合わせ先）

天龍村役場 健康福祉課　
電話 32-1021

天龍村役場 健康福祉課　
電話 32-1021

検診項目 肺がん 胃がん 大腸がん 婦人科検診

対象者 40歳以上 40歳以上 40歳以上

子宮頸がん：20歳以上

乳がん（エコー）：30歳～39歳及び
　　　　　　　　　41歳～69歳の奇数歳

乳がん（マンモ）：40歳～70歳の偶数歳

実施日 ９月17日㈫ 10月29日㈫ 10月28日㈪
10月29日㈫ ７月～令和７年３月

受診場所 各地区を巡回します 老人福祉センター
おきよめの湯

老人福祉センター
おきよめの湯 阿南病院

検査項目 （問診）
胸部X線撮影

（問診）
胃部Ｘ線撮影
（バリウム）

（問診）
便潜血検査（２日法）

（問診）
子宮頸がん：細胞診
乳がん：超音波検査（エコー）
　　　　マンモグラフィー

費　用
（個人負担金） 500円 1,500円 500円

子宮頸がん：1,000円

乳がん（エコー）：1,000円

乳がん（マンモグラフィー）：2,000円

〈お問い合わせ先〉天龍村役場健康福祉課 電話 32-1021
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制 度 見 直 し の 背 景
▪ 高齢化が進み、75歳以上の後期高齢者は毎年増えており、高
齢者の医療費は今後さらに増えていくと見込まれています。

▪ 後期高齢者の医療費は、窓口負担を除いて約４割は現役世代
が負担する支援金でまかなわれており、高齢者医療費の増加
に伴って、今後も現役世代の負担は拡大していく見通しです。

▪ このような中、全ての国民が、年齢に関わりなく、その能
力に応じて医療保険制度を公平に支え合うことが重要とな
ります。

▪ このような考えに基づき、昨年、後期高齢者医療制度の保険料について制度改正が行われ、令和６年４月
から新制度が始まります。

▪ 今回の保険料の見直しは、現役世代の負担を抑えることで、国民皆保険を将来につないでいくために行わ
れます。

制 度 改 正 の 内 容
● 後期高齢者負担率の見直し
（高齢者の保険料の伸びを現役世代の支援金の伸びに合わせる見直し）
　後期高齢者医療における医療費の負担割合は、後期高齢者負担率によって定められています。後期高齢
者の医療給付費を後期高齢者と現役世代で公平に支え合うため、「後期高齢者一人当たりの保険料」と「現
役世代一人当たりの後期高齢者支援金」の伸び率が同じになるように後期高齢者負担率が設定されます。

● 出産育児支援金
（出産育児一時金の費用を後期高齢者も支えていく仕組みの導入）
　出産育児一時金の支給費用の一部を、現役世代だけでなく後期高齢者医療制度も支援（拠出）する仕
組みとなります。

保険料の見直しに伴い、激変緩和措置があります
　令和6年度からの制度見直しに伴う、新たなご負担に関しては、
①収入にかかわらずご負担いただく定額部分（均等割）のみを負担する約６割の方（年金収入153万円相
当以下の方）については、制度見直しに伴う増加はありません。
②収入に応じてご負担いただく定率部分（所得割）は、一定以下の収入の方（年金収入153万円～ 211万
円相当の方）を対象に、令和６年度は制度見直しに伴う増加はありません。
③年収約1,000万円を超える方を対象とする保険料負担の年間上限額（賦課限度額）は、段階的に引き上
げられます（令和６年度は73万円、令和７年度は80万円）。

※令和６年度に新たに75歳に到達する方は③の激変緩和措置の対象外となります。

保 険 料 の 軽 減
　所得の低い方については、均等割額の軽減措置があります。

※給与所得者等の数とは、世帯内の被保険者と世帯主のうち、55万円を超える給与収入を有する方の数と公的年金等の収入が
125万円（その方が65歳未満の場合は60万円）を超える方の数（給与所得を有する方を除く）の合計をいいます。 

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等を合計した額
軽減割合（軽減後の均等割額）

令和６・７年度
43万円＋10万円×（給与所得者等の数※－１）以下の場合 ７割軽減（13,309円／年）
43万円＋（ 29.5万円×世帯の被保険者数）

＋10万円×（給与所得者等の数※－１）以下の場合 ５割軽減（22,182円／年）

43万円＋（ 54.5万円 ×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数※－１）以下の場合 ２割軽減（35,492円／年）

《お問い合わせ先》　天龍村役場健康福祉課　健康支援係　☎32－1021
　　　　　　　　　または、長野県後期高齢者医療広域連合　☎026－229－5320

後期高齢者医療制度の医療費の財源内訳
（総額約18.4兆円）　※令和４年度予算ベース

公費（税金）（8.0兆円）

その他

現役世代から
の支援金
（6.9兆円）

窓口負担
（1.5兆円）

後期高齢者
医療の保険料
（1.5兆円）

令和６年度 地区担当職員名簿
令和６年（2024年）４月１日

地区名 担当職員名

為　　栗
影原　　房 飯泉　幸大

長島宇連

折　　立 齋藤　正宏 福士　冬吾

清　　水 熊谷　弘幸 西村　颯真

東 原 Ａ 鈴木　浩孝 野竹　英二 槇村　綾奈

東 原 Ｂ 伊藤　祐介 小瀬水　渉

西　　原 渡久山直樹 宮澤真由美 内藤　孝雄 福士　冬吾

中　　央 大平　成二 宮澤真由美 成瀬　理沙 山﨑　仁美 田嶋　迪朗 中島加奈子

北 大平　崇史 宮澤　寿幸

本　　町 松澤　一生 成瀬　理沙 青木裕一郎

余　　野 熊谷　弘幸 小林　勇太

岡　　本 橘　　謙治 森　　祐二 金田　祥吾 宮澤　寿幸 槇村　綾奈

長 野 町 影原　　房 小瀬水　渉

長　　野 藤澤　久美 服部　誠司

南　　上 橋爪　　貴 坂田　一万 中島加奈子

南　　中 大平　卓治 宮下　正和 飯泉　幸大 青木裕一郎 斉藤　佑馬 西村　颯真

栄　　町 内藤　孝雄 金田　祥吾

南　　下 中島　俊博 山﨑　仁美 若月　瑞歩

松　　島

大平　崇史 長田みゆき 岩崎紗佑美 若月　瑞歩松島中電

独身住宅

鶯　　巣 服部　誠司 斉藤　佑馬

十 久 保 玉井　直江 長田みゆき

下　　山 後藤　浩二 青木裕一郎

中 井 侍 斎藤　正宏 玉井　直江

途中上平
森　祐二 瀧澤　　翔

鶯巣宇連

福　　島 後藤　浩二 藤澤　久美 小林　勇太

倉 の 平 野竹　英二 若月　瑞歩

坂　　部 大平　卓治 宮澤　寿幸

中　　組 宮下　正和 飯泉　幸大

戸　　口 渡久山直樹 岩崎紗佑美

大 久 那 橘　　謙治 西村　颯真

合　　戸
鈴木　浩孝 福士　冬吾

見　　遠

向　　方
橋爪　　貴 松澤　一生 田嶋　迪朗

峠　　山

大 河 内 中島　俊博 伊藤　祐介 後藤三八子

梨　　畑 坂田　一万 大平　成二 後藤三八子
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納入方法について
◎普通徴収（納付書や口座振替により納めていただく方）
　４月分から６月分については、令和５年分の所得が確定しておりませんので、前年度の所得段階およ
び保険料額をもとに仮徴収します。その後、確定した所得により決定した保険料額から仮徴収額を差し
引いた額を、残りの納期で割り算出します。このとき、端数を７月分で調整します。

【例】令和５年度および令和６年度に第２段階で、普通徴収の場合

◎特別徴収（年金から天引きされる方）
　４月・６月・８月の保険料額については、令和５年分の所得が確定しておりませんので、前年度２月
の保険料額をそれぞれ仮徴収します。その後、確定した所得により決定した保険料額から仮徴収額を差
し引いた額を、残りの納期で割り算出します。このとき、端数を10月分で調整します。

【例】令和５年度および令和６年度に第２段階で、特別徴収の場合

※なお、40歳から64歳までの方は、加入されている医療保険料の一部として介護保険料を納めていただい
ております。

介護保険に関するご相談などは、役場でも受け付けています。
お困りのことなどございましたら、担当係までお気軽にご連絡ください。

お問い合わせ先

・介護保険各種申請、介護保険料などに関すること　健康福祉課　健康支援係　　℡32-1021
・介護についての相談、認知症などに関すること　　健康福祉課　地域包括支援センター　℡32-1021

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 合　計

5,000円 5,000円 5,000円 9,650円 9,500円 9,500円 43,650円

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 合　計

5,000円 5,000円 5,000円 9,650円 9,500円 9,500円 43,650円

令和６・７年度の保険料率が決まりました
後期高齢者医療制度のお知らせです

　後期高齢者医療制度の保険料率は、医療給付費等を推計して２年ごとに見直されます。
　長野県における令和６・７年度保険料率は、後期高齢者の増加や医療費の伸びに加え、現役世代の負担
を抑えるための国の制度改正により、次のとおり増額改定することになりました。
　お一人おひとりの保険料額は６月下旬に決定し、７月以降にお住まいの市町村から決定通知書によりお
知らせします。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

令和４･５年度 令和６•７年度 備　　考
均等割額 40,907円 44,365円

所得割率 8.43% 9.45% 令和６年度は、基礎控除後の総所得金額等が58万円以下の場合は
8.56％

賦課限度額 66万円 80万円 令和6年度は、昭和24年3月31日以前に生まれた方、障害認定の方
は73万円

➡
➡
➡

（17）広 報　天　　龍

＋ ＝均等割額
44,365円

年間保険料額
限度額は80万円または73万円

所得割額
（所得－43万円）×

9.45％
または
8.56％

　本人・配偶者、直系尊属（父母、祖父母）、直系卑属（子、孫など）

※上記の方が載っていない戸籍（きょうだい及び配偶者の戸籍）証明書は請求できません。請求できる方が直接窓口へお越
しください。
※本人確認のために、顔写真付きの本人確認証書類（運転免許証、マイナンバーカード）のご提示をお願いします。

　戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）　　　　　　　　450円

　除籍全部事項証明・除籍謄本・改正原戸籍謄本　750円

令和６年３月１日から戸籍の広域交付が始まりました！
戸籍証明書等の請求が便利になります

戸籍の広域交付とは

　戸籍法の一部改正により本籍地以外の市区町村でも戸籍謄本を取得できます。
　必要な戸籍の本籍地が全国各地にあっても、１か所の市区町村でまとめて請求できます。

※ただし、コンピュータ化されていない一部の戸籍・除籍は除きます。
※一部事項証明、個人事項証明は請求できません。
※現在、全国的に法務局が管理するシステムに繋がりにくい状況にあり広域交付の戸籍の取得が難しい場合があります。

　相続人の出生から死亡までの連続した戸籍など、複数の証明書を請求する場合は、おおむね一週間程度
の日数を必要とします。まずはご連絡をお願いします。

広域交付で戸籍証明等を請求できる方

取得できる戸籍

お問い合わせ先：住民税務課　住民窓口係　☎32-1024
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　介護保険運営を支える大切な財源のうち、65歳以上の方の介護保険料は３年ごとに見直すことになって
います。今後も安定して村の介護保険を運営できるよう、介護保険懇話会でもご意見をいただきながら保
険料額の見直しを行いました。

◎介護保険料のしくみ
　介護保険は、保険料と公費（国・県・村）で半分ずつ負担することで成り立っています。保険料のうち、
村の介護保険に加入されている65歳以上のみなさんに納めていただく保険料により、介護保険の運営
に必要な費用の23%を賄うことになっています。保険者（市町村等）ごとに介護サービス利用の見込
みを推計し、それをもとに保険料がいくら必要になるのかを計算し、みなさんに納めていただく保険
料額が決まります。
　つまり、介護サービスを利用される方が増えると、それに伴い介護保険料も増えるしくみです。

保険料額見直しにあたってのポイント
今回の保険料見直しにあたってのポイントは、以下の２つです｡

　こうした状況から、令和６年度からの介護保険料
について見直しを行うことが避けられず、右ページ
の保険料額とさせていただくことになりました。
　人口減少が進む中でも、より質の高い介護サービ
スや介護予防などを安定して実施していくための保
険料額の見直しとなりますので、ご理解、ご協力を
お願いいたします。

65歳以上の方の介護保険料額 見直しについて

　 ポイント①
介護サービス利用の増、人口の減
　要支援・要介護の認定を受ける方が年々増加
しており、介護サービスを必要とする方が増え
ています。
　ご家族が村外にいらっしゃる方や、同居であ
っても現役で働いている方も多いことから、介
護サービスが欠かせない方も多くいらっしゃい
ます。そうした事情もあり、今後も介護サービ
スの需要が高まると予想されます。
　その反面、村全体の人口減少により、65歳以
上の人口も年々減少し続けています。このため、
増え続ける費用をより少ない人数で負担しなけ
ればならず、保険料額の上昇につながります。

　 ポイント②
介護保険支払準備基金残高の減
　介護サービスなどの費用に充てきれず余った
保険料などは、基金（貯金）に積立をします。
この残高に余裕があるときは、保険料が不足し
たときなどの補填や、保険料額の急な上昇を抑
えるために充ててよいことになっています。
　村でも、近年の想定を上回る介護サービス利
用の増加によって毎年保険料が不足していたた
め、基金残高を取り崩して補填していました。
これにより、保険料額の上昇を抑えるために十
分な基金残高がなく、基金残高を財源とするこ
とが難しくなっています。

種類 補助金等の額 補助対象事業の範囲及び補助要件

住
宅
新
築
補
助
金

16歳～40歳
工事費の20％以内
41歳～50歳
工事費の10％以内
51歳～60歳
工事費の５％以内
（限度額200万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある方
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の方
③申請後２年以内に建築の完成を認める方
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。ただ
し、村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
宅
増
改
築
補
助
金

16歳～40歳
工事費の20％以内
41歳～50歳
工事費の10％以内
51歳～60歳
工事費の５％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある方
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の方
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。

空
き
家
等
取
得
補
助
金

16歳～40歳
取得費の20％以内
41歳～50歳
取得費の10％以内
51歳～60歳
取得費の５％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある方
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の方
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
　

宅
　

用
　

地

取
得
補
助
金

取得費の100％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある方
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の方
③住宅用地面積100㎡以上取得した方
④用地取得後に補助金を交付します。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
助
成
金

２歳以上１人につき５万円

右記⑥に該当する場合は
＋５万円

①天龍村に16歳以上60歳以下でＵ・Ｉターンした方で、居住及び住所を有し、かつ、永住の意志の
ある方
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給は１人につき１回限りとし、支給後の再転入は支給しません。
④申請者本人及び同居者が他の補助金を受けた場合は支給しません。
⑤申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金の額を交付します。
⑥転入時に30歳以下でＵ・Ｉターンした方のうち、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農
し、継続して２年以上勤務した場合は、①～⑤とは別に左記に定める助成金を支給します。

後
継
者
助
成
金

５万円

右記③に該当する場合は
＋５万円

①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある方
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。ただし、申請時に12か月以上の居住及び
住所要件を満たしている必要があります。
③新規学卒した年に、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、継続して２年以上勤務
した場合は、①②とは別に左記に定める助成金を支給します。

通
勤
助
成
事
業

１㎞あたり10円
（支給限度：一月あたり

10,000円
但し、支給総額の１／３の額
は村内SS利用クーポン券に
て助成）
年間支給券算出式
「10円×最短通勤往復距離
×１か月の通勤日数（22日
を上限とする）×通勤月数」

①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある方
②16歳以上で村外の就業地に勤務している方、及び村長が特別に認めた方に支給します。
③毎年１月から12月までの間の利用実績に応じ、支給総額を決定します。ただし、当該月の勤務日
数が15日を欠くときは当該月分については支給の対象となりません。

④支給総額のうち２／３は現金で支給し、１／３は村内SSで翌年度利用できるクーポン券（千円券）
を発行します。【クーポン券相当額計算式】支給総額×１／３（但し百円単位は切り捨て、現金で支給）
⑤④で算出された金額のうち、16歳～40歳はその額の10/10、41歳～50歳は２／３、51歳以上は１／
３の額を支給し、
消防団員にあっては算出された年間支給額に10％の額を加算し支給します。※支給率の年齢は申
請基準日を適用します。
⑥村内SS利用クーポン券は村内のガソリンスタンドに限り使用できるものとし、当該スタンド取扱
商品、サービスに対し使用できます。（利用可能の例：給油、灯油配達、タイヤ・オイル交換、
洗車など／利用不可能：専用カードへの入金）

結
婚
祝
金

国内、外国人との結婚を問
わず１組　10万円

①天龍村に２年以上居住及び住所を有する方で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住要件は片方
が該当していれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

出
産
祝
金

第１子・第２子　　20万円
第３子　　　　　50万円
第４子以降は第３子と同額

父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する方で、かつ、永住の意志のある父母。

※詳細は地域振興課 移住定住推進係までお問い合わせください。（☎32－1023）

（2022年４月１日～ 2025年３月31日）

天龍村定住促進事業のあらまし
　天龍村定住促進事業は、皆さんに「天龍村に住んで良かった」と、また村外の方々に「天龍村に住んでみた
い」と思っていただけるような魅力ある村づくりに寄与することを目的とした条例です。該当すると思われる
方は、お気軽にご相談ください。
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能
登
半
島
災
害
地
派
遣
に
つ
い
て

３/15派遣職員出発式

　
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、

長
野
県
は
「
長
野
県
合
同
災
害

支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
被
災
県
な

ど
へ
の
支
援
に
関
す
る
協
定
」

に
基
づ
き
、
県
と
市
町
村
が
一

体
と
な
り
、
一
つ
の
チ
ー
ム

「
チ
ー
ム
な
が
の
」
と
し
て
、

被
災
地
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

天
龍
村
か
ら
は
職
員
３
名
を
派

遣
し
ま
し
た
。

　
３
名
の
う
ち
、
２
名
は
３
月

18
日
か
ら
23
日
、
１
名
は
３
月

26
日
か
ら
31
日
の
期
間
、
輪
島

市
へ
派
遣
さ
れ
、
主
に
避
難
所

で
あ
る
輪
島
高
校
に
て
、
避
難

所
支
援
の
業
務
に
あ
た
り
ま
し

た
。

　
避
難
所
に
は
３
月
18
日
時
点

　令和６年度から令和８年度までの村の保険料基準額（月額）は7,500円（昨年度までは5,000円）となります。
国の示す標準段階が９段階から13段階に変更となり、所得の多い方の段階が細かく分けられます。第１段
階から第３段階までの方の率は引き下げられ、さらに令和元年度から実施している保険料軽減を引き続き
行います（表中の年額は軽減後のものです）。

令和６年度からの保険料年額について

段　階 対　象　と　な　る　方 年額保険料
（ ）内は昨年度までの年額

第１段階
生活保護の方及び世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年
金を受給されている方、または前年所得金額＋課税年金
収入額が80万円以下の方

25,650円
（18,000円）

第２段階 本人及び世帯員全員が住民税非課税で、合計所得金額＋
課税年金収入額が80万円を超え120万円以下の方

43,650円
（30,000円）

第３段階 本人及び世帯員全員が住民税非課税で、合計所得金額＋
課税年金収入額が120万円を超える方

61,650円
（42,000円）

第４段階 本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）
で、合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方

81,000円
（54,000円）

第５段階
（基準額）

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）
で、第4段階以外の方

90,000円
（60,000円）

第６段階 本人が住民税課税で合計所得金額が120万円未満の方 108,000円
（72,000円）

第７段階 本人が住民税課税で合計所得金額が120万円以上210
万円未満の方

117,000円
（78,000円）

第８段階 本人が住民税課税で合計所得金額が210万円以上320
万円未満の方

135,000円
（90,000円）

第９段階 本人が住民税課税で合計所得金額が320万円以上420
万円未満の方

153,000円
（102,000円）

第10段階 本人が住民税課税で合計所得金額が420万円以上520
万円未満の方

171,000円
（102,000円）

第11段階 本人が住民税課税で合計所得金額が520万円以上620
万円未満の方

189,000円
（102,000円）

第12段階 本人が住民税課税で合計所得金額が620万円以上720
万円未満の方

207,000円
（102,000円）

第13段階 本人が住民税課税で合計所得金額が720万円以上の方 216,000円
（102,000円）

で
80
名
を
超
え
る
方
々
が
未
だ

に
避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
状
況
で
し
た
が
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
被
災
者
と
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ（
青

年
海
外
協
力
協
会
）
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
を
中
心
に
避
難

所
の
運
営
が
確
立
さ
れ
、
落
ち

着
い
て
避
難
所
生
活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　「
チ
ー
ム
な
が
の
」
と
し
て

行
っ
た
避
難
所
支
援
は
主
に
避

難
者
の
見
守
り
を
中
心
に
、
配

給
・
物
資
の
運
搬
、
避
難
所
の

換
気
な
ど
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
則
っ
た
業
務
を
24
時
間
体

制
で
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
派
遣
期
間
中
の
休
養

日
に
は
、
輪
島
市
内
の
被
害
の

様
子
を
直
接
見
て
回
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
災
害
地
派
遣
は
、
職

員
が
実
際
の
被
災
地
の
様
子
を

見
て
、
肌
で
感
じ
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
。
想
像
に
反
し
、
物

資
は
充
実
し
て
お
り
、
派
遣
期

間
中
、
飲
食
に
困
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
で
報
じ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
ト
イ
レ
の
確
保
の
問

題
や
入
浴
な
ど
長
期
の
避
難
所

生
活
を
強
い
ら
れ
る
状
況
と
な

っ
た
場
合
の
衛
生
面
の
課
題
な

ど
、
村
で
も
研
究
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
述
し
ま
し
た
と
お

り
、
避
難
所
の
輪
島
高
校
に
避

難
さ
れ
て
い
る
方
々
は
落
ち
着

い
て
生
活
し
て
い
て
、
安
定
し

た
避
難
所
運
営
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
派
遣
先
が

市
街
地
で
あ
り
、
早
期
の
物
資

輸
送
網
の
確
保
、
主
要
と
な
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
が
実
現

し
や
す
い
条
件
下
に
あ
っ
た
こ

と
も
、
要
因
の
一
つ
で
も
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
現
在
、
天
龍
村
で
は
近
い
将

来
、
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
に
備
え
が
必
要
な
時
で

す
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
能
登
半
島
地

震
と
異
な
り
、
被
害
が
全
国
的

に
広
範
囲
に
及
ぶ
た
め
、
今
回

の
派
遣
先
に
見
て
き
た
よ
う
な

物
資
が
充
実
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
も
復
旧
し
た
安
定
し
た
避
難

所
運
営
の
体
制
が
整
う
だ
け
で

も
相
当
な
時
間
を
要
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
村
で
も
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
今
後
も
備
え
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
村

民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
意
識
の
も
と
、
各
ご
家
庭
に

お
い
て
も
非
常
食
や
水
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
電
源
な
ど
の
災
害
用
備

品
の
備
え
の
充
実
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
災

害
が
発
生
し
た
時
の
行
動
な
ど

を
確
認
し
て
お
く
こ
と
な
ど
、

今
一
度
防
災
意
識
を
高
め
、
有

事
に
備
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

避難所の様子

配給支援

物資運搬
朝市の火災現場

避難所の中心に支援物資を配置
各自で好きな物を取っていきます



　
天
龍
村
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
は
、
村
長
か
ら
令
和
６
年
度

村
議
会
議
員
報
酬
月
額
及
び
村

常
勤
特
別
職
給
料
月
額
に
関
す

る
諮
問
を
受
け
て
、
２
月
６
日

㈫
に
審
議
会
を
開
催
し
、
２
月

28
日
㈬
に
、
松
下
清
治
会
長
か

ら
村
長
に
対
し
、
答
申
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
答
申
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
議
会
議
員
の
報
酬
月
額
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
審
議
会
に
お

い
て
答
申
を
し
た
議
会
広
報
紙

の
発
行
や
住
民
と
の
意
見
交
換

会
な
ど
が
、
令
和
５
年
度
に
実

行
す
る
に
至
っ
た
が
、
こ
の
活

動
の
成
果
を
期
待
す
る
こ
と

や
、
全
議
員
が
一
層
住
民
に
伝

わ
る
活
動
に
尽
力
を
し
て
も
ら

う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
し

て
、
現
行
の
額
を
据
え
置
く
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
長
の
給
料
月
額
は
、
こ
れ

ま
で
の
村
政
の
運
営
を
評
価

し
、
就
任
当
初
に
減
額
を
す
る審議会から村長への答申

前
の
給
料
月
額
に
戻
し
た
う
え

で
、
物
価
高
騰
や
賃
金
の
上
昇

な
ど
の
社
会
情
勢
を
考
慮
し
て

２
％
程
度
引
き
上
げ
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

　
副
村
長
・
教
育
長
の
給
料
月

額
は
、
村
長
と
共
に
一
層
職
務

を
全
う
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
、

現
行
の
額
か
ら
村
長
と
同
率
の

２
％
程
度
引
き
上
げ
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

　
村
長
は
、
審
議
会
の
答
申
結

果
を
重
く
受
け
止
め
た
う
え

で
、
村
長
、
副
村
長
、
教
育
長

の
給
料
月
額
を
令
和
６
年
４
月

か
ら
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
案

を
令
和
６
年
３
月
議
会
定
例
会

へ
上
程
し
可
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
同
日
、
村
長
の
給
料
月
額

に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
３
月

末
ま
で
、
現
行
の
額
に
据
え
置

く
特
例
条
例
案
を
追
加
提
出
し

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（９）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）４月25日 広 報　天　　龍（20）令和６年（2024年）４月25日

村
議
会
議
員
報
酬
月
額

村
常
勤
特
別
職
給
料
月
額

令
和
６
年
度
村
議
会
議
員
報
酬
及
び
村
常
勤
特
別
職
給
料

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
ク
ラ
ウ

ド
型
電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
（
ク

ラ
ウ
ド
サ
イ
ン
）
を
導
入
し
ま
す
。

電
子
契
約
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

紙
で
取
り
交
わ
し
て
い
た
契
約

書
が
電
子
フ
ァ
イ
ル
と
な
り
ま

す
。

電
子
契
約
の
メ
リ
ッ
ト

•

書
類
紛
失
リ
ス
ク
の
低
減

•

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
促
進

•

事
務
の
効
率
化

•

コ
ス
ト
削
減
（
収
入
印
紙
不
要
）

電
子
契
約
利
用
に
つ
い
て

•

電
子
契
約
を
さ
れ
た
い
場
合
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能

な
環
境
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

必
要
で
す
。

•

電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
役
場
と
契
約
を
締
結
す
る
場

合
に
、
使
用
料
な
ど
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

•

「
電
子
契
約
利
用
申
出
書
」
の

提
出
を
も
っ
て
、
電
子
契
約
を

す
る
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

•

電
子
契
約
利
用
の
意
思
確
認
は

案
件
ご
と
に
行
い
ま
す
。

•

電
子
契
約
の
導
入
後
も
、
従
来

ど
お
り
の
紙
契
約
を
継
続
し
ま

す
。

•

電
子
契
約
を
し
た
案
件
の
次
の

案
件
で
、
紙
契
約
に
戻
す
こ
と

も
可
能
で
す
。

★
詳
し
く
は
、Ｈ
Ｐ
や
ク
ラ

ウ
ド
サ
イ
ン
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
（https://help.clouds-

ign.jp/ja/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

電
子
契
約
を
導
入
し
ま
す

　
村
で
は
、
第
６
次
総
合
計
画

及
び
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
仕

事
創
生
総
合
戦
略
の
実
現
に
向

け
て
、
村
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
べ
き
様
々
な
課
題
の
中

か
ら
、
効
果
が
大
き
く
重
要
と

考
え
ら
れ
る
、
農
業
、
林
業
、

観
光
に
関
す
る
産
業
振
興
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
を
令
和
元
年

７
月
か
ら
実
施
す
る
と
と
も
に
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
福
祉
に

関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
加
え
、

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

行
政
主
導
に
よ
る
振
興
策
な
ど

の
仕
組
み
を
考
え
る
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
３
月
26
日
㈫
に
、
各
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
令
和
５
年
度
と
こ
れ

ま
で
の
活
動
内
容
に
関
す
る
報

告
会
を
開
催
し
、
当
日
は
ご
多

用
の
中
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
本
活
動

に
対
し
て
の
貴
重
な
ご
意
見
や

ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
令
和
５
年
度

を
持
ち
ま
し
て
一
旦
区
切
り
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
令
和
６
年

度
か
ら
は
、
各
チ
ー
ム
の
活
動

で
得
た
知
識
を
、
職
員
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
活
か
し
て
も
ら
う

中
で
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
み
な
さ
ん
に
対
し
ま
し

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
職

員
の
活
動
へ
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
農
産
物
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
今
年
度
の
農
産
物
継
承
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
村
内
の
農
業
に

関
わ
る
方
た
ち
で
集
ま
る
「
楽

農
塾
」
を
設
立
し
、
情
報
交
換

や
肥
料
づ
く
り
な
ど
の
共
同
作

業
を
行
っ
た
ほ
か
に
、
地
産
地

消
に
向
け
て
学
校
給
食
に
規
格

外
野
菜
を
活
用
す
る
提
案
や
天

龍
村
の
新
た
な
特
産
品
「
十
久

保
南
蛮
」
の
栽
培
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度

を
も
っ
て
一
旦
終
了
と
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

○
森
林
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　
木
に
触
れ
、
森
と
親
し
む
を

テ
ー
マ
に
、
木
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
る
薪
割
り
イ
ベ
ン
ト
を

２
回
開
催
し
ま
し
た
。
普
段
の

生
活
で
森
に
囲
ま
れ
た
生
活
を

し
て
い
る
も
の
の
、
身
近
に
あ

る
木
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い

た
め
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ

た
体
験
で
、
森
林
資
源
に
興
味

を
持
つ
方
を
増
や
す
取
り
組
み

を
実
施
し
、
延
べ
約
60
名
の
方

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
場
庁
舎
の
薪
ス
ト

ー
ブ
の
運
用
か
ら
、
村
内
で
薪

の
循
環
利
用
に
つ
い
て
の
調
査

や
検
討
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
今
年
度
の
観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
主
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
地
域
の
話

題
や
四
季
の
発
信
、
村
内
レ
ス

ト
ラ
ン
へ
の
新
メ
ニ
ュ
ー
の
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
で

は
、
天
龍
村
を
知
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
作
り
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
行
事
の
風
景
や
季
節
の
話

題
、
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
様
々

な
投
稿
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
内
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

の
新
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
で
は
、

村
な
ら
で
は
の
ご
当
地
メ
ニ
ュ

ー
を
提
案
し
、
村
を
訪
れ
る
目

的
と
な
り
う
る
新
規
コ
ン
テ
ン

ツ
の
確
立
を
目
指
し
ま
し
た
。

○
福
祉
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
今
年
度
は
天
龍
保
育
所
及
び

社
会
福
祉
協
議
会
（
養
護
老
人

ホ
ー
ム
天
龍
荘
・
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
天
龍
荘
）
を
視
察
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
へ
聞
き
取
り

に
よ
る
課
題
の
洗
い
出
し
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度
を
も
っ
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
活
動

は
終
了
し
ま
す
。
短
期
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
が
、
当
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
研
究
が
今
後

の
福
祉
産
業
に
少
し
で
も
プ
ラ

ス
に
働
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

令
和
５
年
度

天龍村公式
TikToK

天龍村公式
TikToK

天龍村公式
Instagram
天龍村公式
Instagram

産
業
振
興
に
係
る
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
開
催

　
そ
ん
な
中
、
今
回
の
植
樹

祭
で
は
カ
ン
ザ
ク
ラ
３
本
、

河
津
桜
２
本
の
計
５
本
の
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
度
植
樹
し
た
サ
ク
ラ

が
大
き
く
成
長
し
、
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
、
み
な
さ
ん

の
心
を
癒
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
植
樹
祭
を

実
施
す
る
に
当
た
り
お
世
話

に
な
っ
た
、Ｊ
Ｒ
東
海
旅
客

鉄
道
㈱
様
、
文
吾
林
造
園
㈱

様
を
は
じ
め
関
係
す
る
み
な

さ
ま
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

３
月
29
日
㈮
、
辰
（
龍
）

年
記
念
事
業
と
し
て
Ｊ
Ｒ
飯

田
線
伊
那
小
沢
駅
周
辺
に
サ

ク
ラ
の
植
樹
を
行
い
ま
し

た
。

「
信
州
に
春
を
つ
げ
る
村
」

と
し
て
、
毎
年
県
内
で
一

番
初
め
に
サ
ク
ラ
の
開
花
の

便
り
を
届
け
て
い
る
Ｊ
Ｒ
飯

田
線
伊
那
小
沢
駅
構
内
に
あ

る
サ
ク
ラ
で
す
が
、
こ
こ
数

年
は
自
然
災
害
や
老
木
化
に

よ
る
倒
木
で
数
を
減
ら
し
て

い
ま
し
た
。◀

カ
ン
ザ
ク
ラ
を
植
樹

▶
伊
那
路
号
と
記
念
撮
影

「
辰
（
龍
）
年
記
念
事
業
」
Ｊ
Ｒ
飯
田
線

　
伊
那
小
沢
駅 

サ
ク
ラ
植
樹
祭
を
行
い
ま
し
た

（　）内は前年度の月額

○令和６年度村議会議員報酬月額
議　長：　　237,000円（前年度と同額）
副議長：　　163,000円（　　　〃　　　）
常任委員長：153,000円（　　　〃　　　）
議　員：　　144,000円（　　　〃　　　）
○令和６年度村特別職給料月額
村　長：　　600,000円（前年度と同額）
副村長：　　530,000円（　520,000円　）
教育長：　　469,000円（　460,000円　）

【
介
護
料
の
支
給
】

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
「
脳
」、「
脊

髄
」、「
胸
腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
、

重
度
の
後
遺
障
害
を
持
つ
た
め
、
日

常
生
活
動
作
に
つ
い
て
「
常
時
」
又

は
「
随
時
」
の
介
護
が
必
要
と
な
っ

た
方
に
、
次
の
と
お
り
介
護
料
を
支

給
し
ま
す
。

◎
支
給
額
（
月
額
）

特
Ⅰ
種
　
８
５
，
３
１
０
円
〜

２
１
１
，
５
３
０
円

　
Ⅱ
種
　
７
２
，
９
９
０
円
〜

１
６
６
，
９
５
０
円

　
Ⅲ
種
　
３
６
，
５
０
０
円
〜

８
３
，
４
８
０
円

【
交
通
遺
児
な
ど
へ
の
育
成
資
金
の

無
利
子
貸
付
】

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
亡

く
な
ら
れ
た
り
、
重
度
後
遺
障
害
を

残
す
こ
と
と
な
っ
た
ご
家
庭
の
中
学

校
卒
業
ま
で
の
お
子
様
を
対
象
に
育

成
資
金
の
無
利
子
貸
付
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

◎
貸
付
額
（
無
利
子
）

　
は
じ
め
に
一
時
金…

１
５
５
，
０
０
０
円

　
毎
月…

２
０
，
０
０
０
円

　
入
学
支
援
金
（
小･

中
学
校
入
学
時
）…

４
４
，
０
０
０
円

　
返
還
方
法…

中
学
校
卒
業
後
か
ら

６
カ
月
又
は
一
年
の
据
置
期
間
経
過

後
に
月
賦
又
は
半
年
賦
併
用
に
よ
る

20
年
以
内
の
で
の
均
等
払
い

※

高
校
・
大
学
等
へ
進
学
さ
れ
た
場

合
、
在
学
中
は
返
還
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

★
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
自
動

車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６‒

４
８
０‒

０
５
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６‒

２
６
３‒

１
５
７
０

U
R
L
:http:/w

w
w
.nasva.go.jp

長
野
市
南
池
７
１
０‒

３
長
野
県
ト

ラ
ッ
ク
会
館
２
Ｆ

介
護
料
支
給
の
ご
案
内
及
び

交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金

の
無
利
子
貸
付
の
ご
案
内
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

※R4年度までは実績、R5は決算見込み、R6は当初予算で算出。

（単位：万円）

（単位：万円）

年度末残高

公債費

年度
Ｈ17
Ｈ18
Ｈ19
Ｈ20
Ｈ21
Ｈ22
Ｈ23
Ｈ24
Ｈ25
Ｈ26
Ｈ27
Ｈ28
Ｈ29
Ｈ30
Ｒ元
Ｒ２
Ｒ３
Ｒ４
Ｒ５
Ｒ６

当初予算額
209,600
192,600
187,500
178,700
179,000
179,000
176,000
204,000
170,000
197,400
173,600
160,000
166,000
173,000
230,000
211,400
204,000
262,900
265,600
222,500

年度

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

公債費

76,710

78,178

84,989

74,594

72,273

56,233

54,965

47,384

35,791

30,251

27,538

22,213

29,101

31,484

30,584

30,217

55,605

30,412

35,215

32,859

借入額

29,140

22,360

15,762

15,288

16,507

25,474

20,963

51,309

20,554

40,059

64,471

24,114

23,869

26,987

68,368

43,032

33,998

70,009

71,388

21,850

年度末残高

438,963

389,540

325,731

270,884

218,675

190,713

158,994

164,656

150,900

161,925

199,962

202,822

198,391

194,542

232,844

246,117

224,877

264,843

309,193

305,317

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

直
近
20
年
の
当
初
予
算
額
推
移

直近２０年間の村債借入額等推移

借入額

役場庁舎耐震改修

保育所整備

温泉大規模改修

総合体育施設建設

小中併設校整備

防災行政無線同報系
デジタル化工事

㊗天龍村総合体育施設太陽光発電設備整備工事完成
環境省：地域レジリエンス・脱炭素化を同時実現するへの自立・分散型エネルギー設備等導入推進事業
第２号事業：令和５年３月完了（設計）第１号事業：令和６年１月完了（整備工事）

施設名：天龍村総合体育施設
導入設備：太陽光発電設備

モジュール容量　56.94kW、パワコン容量　49.9kW、蓄電池
システム、蓄電池容量　104.4kWh、パワコン容量　49.5kW

補助金額：40,425千円（事業費の1/2）
CO2削減量：36.39　t-CO2/年
施工業者：株式会社リックス、新井電気工事株式会社
設計監理：株式会社鈴木建築設計事務所

　令和４年度に建設した天龍村総合体育施設は、体育施設
の他、有事の際に避難施設となるもので、施設には非常用

電源、非常用給水タンク、フリー Wi-Fi、災害用照明（グラウンド用）、
備蓄用倉庫を完備しています。
　令和４年度に本補助金により、太陽光発電施設設備設計業務を、引き続
き、令和５年度に太陽光発電施設の整備を行い、有事の際、体育施設及び
隣接する小・中学校の電源を賄うことを目的としました。
　発電機を用いず、太陽光発電施設を整備したことで、平時の脱炭素化に
加え、災害時のエネルギー供給などの機能発揮が可能となりました。

事業内容

ゼロカーボンに
向けての第一歩

昼間は、太陽光発電のエネルギーで校内の電気を補うと共に蓄電池に充電
夜間は、蓄電池で校内へ放電で脱炭素化の実現を図っています

《天龍村総合体育施設 太陽光発電設備》

《蓄電池システム》

避難所の防災機能が向上しました

《蓄電池パック》
日産電気自動車リーフのリユース電池パック

《切替盤》《パワーコンディショナ》

非常時昼間・夜間も体育施設は電気の使用可能

非常時用SW表記＋非常時用コンセント

普及効果・平時における役割
　平時は施設内の電気系統に太陽光発電で発電した電力が自家消費します。体育施設・
教室の増設に伴い契約電力が変更になりましたが、既設の電力を賄うことができる予
定です。また休日等で使用電力が少なく発電の電力に余剰が発生するときは、蓄電池
システムに充電をして、発電をしていない時に放電し、再生可能エネルギーでの電力
を有効に使用します。CO2削減量は36.39（t-CO2）が見込めます。
　今後も本事業にて導入した設備・施設を活用したPRを行い、再生可能エネルギー
への理解と推進、各家庭での非常時に向けての対策、意識の向上を図るとともに、今
後も村内の公共施設において環境に配慮した設備の導入を前向きに検討したいと思い
ます。

防災減災面における役割
　災害時は、天候の良い昼間は、太陽光発電により蓄電池システムに充電をして、蓄
電池システムにより、体育施設（照明について管理人室は全数点灯、トイレ、アリーナ、
会議室は通常の１／２点灯、コンセントはアリーナ、トイレ、外部東面は全数、残り
は使用状況を考慮して通常の１／２又は無し、エアコンは三相エアコンを会議室で使
用可）、校舎側（照明は家庭科室、ランチルーム、は全数点灯、コンセントは前述個
所全数と災害用Wi-Fi電源、エアコンは三相エアコンを家庭科室・ランチルームで使
用可）に電気を供給することにより、有事の際の防災の拠点としての役割を果たしていきます。
　また災害時の夜間に関しては、昼間太陽光発電で発電した余剰電力を蓄電池システムに充電することで、体育施設（照明
について管理人室は全数点灯、トイレ、アリーナ、玄関ホール、会議室は通常の１／２点灯、コンセントはアリーナ、トイレ、
外部東面は全数、残りは使用状況を考慮して通常の１／２又は無し、エアコンは三相エアコンを会議室で使用可）、校舎側（照
明は家庭科室、ランチルーム、は全数点灯、コンセントは前述個所全数と災害用Wi-Fi電源、エアコンは三相エアコンを家
庭科室・ランチルーム）で使用可能となります。
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前年差

46万円

6,744万円

△61万円

2,966万円

△57,483万円

4,218万円

前年差

7,509万円

3,319万円

1,848万円

1億6,826万円

△329万円

△7億1,425万円

△2,231万円

予算額

4億6,517万円

4億38万円

1億513万円

2億6,463万円

４億401万円

1億8,656万円

予算額

4億1,130万円

3億7,465万円

2億2,233万円

3億5,422万円

4,967万円

1億7,340万円

3億2,859万円

歳出項目

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

前年比

100.1%

120.3%

99.4%

112.6%

41.3%

129.2%

前年比

122.3%

109.7%

109.1%

190.5%

93.8%

19.5%

93.6%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

おもな歳出の手当、費用の説明

議会議員・特別職・一般職員・会計年度任用職員等の報
酬・給与・手当です。（職員給の増など）
消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購入費、各種委託料などです。（光キャス
トビジョン自主放送伝送システム構築委託料・橋梁点検委託料などによる増）
法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払わ
れる医療費給付などです。
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負担
金や補助金・交付金です。（飯田広域消防負担金などの増）
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する
負担金です。（小中併設校整備工事終了による減）
一般会計から国保や介護保険などの特別会計へ支出される
ものです（介護保険、国保診療所特別会計繰出金などの増）。

おもな歳出の手当、費用の説明

おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費です。
（ケーブルテレビ光キャストビジョン移行に係る費用などの増）
福祉など住民生活のための経費です。（障害福祉サービ
ス費などの増）

農林業に関する経費です。（農林道改良などの増）

村道整備や住宅などに関する経費です。（道路新改費な
どの増）
消防や火災予防などの災害対策のための経費です。（Jア
ラート自動起動装置更新事業終了による減）
小・中学校や社会教育などに関する経費です。（小中併設
校整備工事終了による減）
国などから借り入れた村債の返済金です。今年度も将来
の負担を軽減するため、繰上償還を行います。

目　的　別性　質　別

人件費
46,517
21%

総務費
41,130
18%

公債費
32,859
15%

災害復旧費
10　0%

民生費
37,465
17%

予備費
300　0%

衛生費
13,313　6%

労働費
8　0%

商工費
13,906　6%

消防費
4,967
2% 土木費

35,422
16%

教育費
17,340　8%

農林水産業費
22,233　10%

扶助費
10,513
5%

普通建設事業費
40,401　18%

公債費
32,859
15%

物件費
40,038　
18%

補助費等
26,463
12%

繰出金
18,656
8%

維持補修費
3,772　2%

積立金
2,970　1%

予備費
300　0％

議会費
3,546　2%

災害復旧費
11　0%

 

その他
1　0%

義務的
経費
89,889
40%

投資的経費
40,412　18%

その他
経費
92,199
42%

　
こ
の
度
、
天
龍
村
が
令
和
６

年
２
月
９
日
㈮
に
行
わ
れ
た

「
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ

く
り
賞
」
の
表
彰
式
で
、
信
州

の
木
利
用
推
進
の
部
で
長
野
県

知
事
賞
を
根
羽
村
と
川
上
村
と

　
天
龍
村
で
は
、
繁
殖
制
限
に

対
す
る
意
識
を
広
く
普
及
し
、

適
正
な
飼
育
が
図
ら
れ
る
よ
う

令
和
６
年
４
月
以
降
に
犬
猫
に

対
し
不
妊
去
勢
手
術
を
行
っ
た

方
へ
、
手
術
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　
対
象
は
左
記
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
役
場
に
申
請
書
兼
請
求
書

を
提
出
く
だ
さ
い
。

　対
象
者

　
村
内
に
住
所
が
あ
る
方

　
村
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

　
犬
の
場
合
、
狂
犬
病
の
予
防

接
種
を
受
け
て
い
る
こ
と

　補
助
額

　
１
頭
当
た
り
５
，
０
０
０
円

で
、
手
術
費
用
の
総
額
が

５
，
０
０
０
円
に
満
た
な
い
場

合
は
そ
の
額

　申
請
方
法

　
役
場
ま
た
は
南
支
所
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
申
請
書
兼

請
求
書
へ
該
当
箇
所
を
ご
記

入
の
上
手
術
を
証
明
す
る
も

の
を
添
付
し
提
出
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
役
場
建
設
課
環
境

水
道
係
（
☎
32-

１
０
２
２
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
飯
田
保
健
所
で
も

年
間
50
頭
限
定
で
低
額
手
術

費
の
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
保
健
所
で
の
支
援
を
受
け

ら
れ
て
も
村
の
補
助
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

犬
猫
不
妊
去
勢
手
術
に
対
す
る
補
助
金
が
で
ま
す

阿
南
斎
場
の
午
後
の

　火
葬
開
始
時
刻
を

　
　
　変
更
し
ま
し
た

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、

都
合
に
よ
り
、
午
後
１
回
目
の

火
葬
開
始
時
間
を
今
ま
で
の
13

時
00
分
か
ら
30
分
早
め
、
12
時

30
分
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
午
前
の
開
始
時
間
と
、

午
後
２
回
目
の
開
始
時
間
帯
は

今
ま
で
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
現
在
開
始
時
間
》

　
午
前
９
時
00
分

　
午
後
１
回
目
13
時
00
分

　
午
後
２
回
目
15
時
30
分

《
変
更
後
開
始
時
間
》

　
午
前
９
時
00
分

　
午
後
１
回
目
12
時
30
分

　
午
後
２
回
目
15
時
30
分

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
下
伊
那
南
部
総
合
事
務
組
合

　
　
☎（
22
）
４
０
５
４

　
広
報
天
龍
第
２
１
７
号
（
１

月
号
）
で
公
表
後
、
３
月
31
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
田
口
　
正
人 

様

●
青
山
　
　
悟 

様

●
岡
村
　
美
保 

様

●
野
村
　
輝
善 

様

●
村
田
　
憲
司 

様

●
根
本
　
泰
昌 

様

●
木
村
　
義
一 

様

　
今
回
は
85
名
の
方
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
な

ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き
ま

す
。

　
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か
ら

の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場

窓
口
で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

https://w
w
w
.furusato-tax.jp

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（単位：万円）（単位：万円）

の
連
名
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
県
内
の
森
林
・

林
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個

人
や
団
体
を
対
象
と
す
る
も
の

で
、
東
京
五
輪
の
選
手
村
へ
Ｓ

Ｇ
Ｅ
Ｃ
国
際
森
林
認
証
を
取
得

し
た
森
林
の
木
材
を
提
供
し
、

五
輪
終
了
後
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

レ
ガ
シ
ー
と
し
て
ベ
ン
チ
と
テ

ー
ブ
ル
を
作
成
し
、
国
際
認
証

材
の
普
及
啓
発
に
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

天
龍
村
が「
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞

（
信
州
の
木
利
用

推
進
の
部
　
）」で
、長
野
県
知
事
賞
を
受
賞
！



国 民 健 康 保 険 1億1,459万円

介 護 保 険 3億1,879万円

後期高齢者医療保険 3,308万円

国民健康保険診療所 5,813万円

水 道 事 業 7,343万円

下 水 道 事 業 7,649万円

（23）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）４月25日 広 報　天　　龍（６）令和６年（2024年）４月25日

■自主財源　24.5％
　54,527万円
■依存財源　75.5％
　167,973万円

2２億２,５00万円前年比16.2％減の

令和６年度 一般会計当初予算

令和６年度のおもな事業

特　別　会　計

企　業　会　計

令和６年度の一般会計及び特別会計の当初予算が３月定例議会で承認されました。
一般会計では、歳入・歳出総額が22億2,500万円となり、前年度比16.2％減となりました。

歳入

村　税 18,830　8.5%

その他 8,047　3.7%

地方交付税
110,871
49.8%

県支出金
19,593
8.8%

村債
21,850
9.8%

繰入金 22,745　10.2%

国庫支出金
7,612　3.4%

使用料及び手数料
　4,581　2.1%

諸収入 3,394　1.5%

その他 4,977　2.2%

前年差

467万円

8,261万円

7,343万円

△3,042万円

△56,870万円

予算額

1億8,830万円

11億0,871万円

2億7,205万円

2億2,745万円

2億1,850万円

歳入項目

村 税

地方交付税

国・県支出金

繰 入 金

村 債

前年比

102.5%

108.1%

137.0%

88.2%

27.8%

歳入についての説明

みなさんから村に納めていただく税金の総額です。

国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債（借
金）の償還金に対する補てんも含まれています。
定められた事業に対し、国や県から交付される補助金や
委託金です。
今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的のために取り崩し、
一般会計に繰り入れます。村の借金の繰上償還（返済）などに活用します。
道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。ただしのちに国から交付税措置が
受けられる起債（辺地・過疎対策事業債）など村の財政面で有利なものを借り入れます。

（単位：万円）

おもな事業名

【新】ケーブルテレビ光化による対災害性強化事業

【新】光キャストビジョン自主放送伝送システム構築委託料

地域おこし協力隊事業費

【新】天龍村長選挙

生活支援商品券

【新】デイサービスセンター改修事業

【新】老人福祉センター設備改修事業

【新】合併処理浄化槽清掃費補助金

国保診療所特別会計繰出金

森林経営管理制度推進事業等業務委託料

村道改良事業

事業費

4,147万円

1,391万円

2,555万円

514万円

1,011万円

160万円

270万円

138万円

3,311万円

327万円

10,290万円

事業内容

ケーブルテレビを光キャストビジョンに移行するため、主に神原地区のケーブルを整備するための費用です。

ケーブルテレビを光キャストビジョンに移行するための費用です。

村地域おこし協力隊員の活動報酬や、活動などにかかる費用です。

11月10日の任期満了に伴う天龍村長選挙に係る費用です。

物価の高騰による村民負担軽減のため、一人当たり10,000円分の商品券を交付する費用です。

デイサービスセンターの階段昇降機を改修する費用です。

老人福祉センターの空調設備を改修する費用です。

浄化槽の清掃費用の一部を補助します。

天龍村国民健康保険診療所の運営にかかる特別会計への繰出金です。

森林管理の適正化を促進するため、森林の状況調査や所有者への意向確認を行います。

主に村道西原大沢線改良舗装、村道長野原線拡幅改良、村道天竜川線の道路整備工事などにかかる費用です。

※掲載しているグラフについて、四捨五入により合計が100％にならない場合があります。

◀
当
日
の
様
子

▶参加いただいた
みなさんと

　
令
和
６
年
３
月
16
日
㈯
に
、

お
き
よ
め
の
湯
レ
ス
ト
ラ
ン
ゆ

と
り
の
宴
会
ス
ペ
ー
ス
で
、
令

和
５
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
・
集
落
支
援
員
の
活
動
報
告

会
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
５
年

度
は
協
力
隊
員
・
支
援
員
が
携

わ
っ
て
い
る
お
茶
や
え
ご
ま
製

品
な
ど
の
物
販
や
、
協
力
隊
員

が
運
営
す
る
カ
フ
ェ
で
提
供
し

て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
、
協

力
隊
員
・
支
援
員
と
の
交
流
の

場
を
設
け
、
例
年
よ
り
隊
員
と

の
距
離
が
近
い
報
告
会
に
な
り

ま
し
た
。

　
報
告
会
当
日
の
様
子
は
村
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
に
て
放
映
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
２
月
16
日
㈮
、
東
京
都
文
京

区
に
あ
る
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル

高
等
学
校
の
み
な
さ
ん
と
、
都

市
部
と
農
村
部
の
森
林
環
境
譲

与
税
の
使
い
道
を
テ
ー
マ
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
前
段
と
し
て
昨
年
11

月
に
も
同
様
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
徒
ら

は
、
地
域
学
習
の
一
環
と
し
て

森
林
資
源
に
つ
い
て
学
ん
で
お

り
、
村
の
若
手
林
業
従
事
者
た

ち
と
林
業
に
つ
い
て
学
び
を
深

め
ま
し
た
。
当
日
は
永
嶺
村
長

に
も
参
加
い
た
だ
き
、
生
徒
か

ら
ア
イ
デ
ア
や
若
い
感
性
か
ら

生
ま
れ
る
意
見
を
共
有
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
村
で
の
学
習
が

計
画
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
引
き

続
き
都
市
部
と
の
交
流
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
２
学
期
か
ら
天

龍
村
の
公
立
小
中
学
校
に
留
学

を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

　
こ
の
事
業
は
、
都
市
部
な
ど

に
在
住
の
方
で
、村
の
暮
ら
し
・

交
流
・
体
験
を
希
望
さ
れ
る
親

子
や
、
天
龍
村
に
お
住
ま
い
の

方
の
お
孫
さ
ん
で
、
村
の
小
中

学
校
へ
の
留
学
を
希
望
さ
れ
る

方
を
対
象
と
し
た
親
子
留
学
制

度
で
す
。

　
令
和
６
年
度
は
合
計
４
家
族

が
親
子
留
学
で
天
龍
小
中
学
校

に
通
っ
て
い
ま
す
。
留
学
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
子
さ
ん
を

対
象
と
し
た
学
校
見
学
会
や
面

談
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

令
和
６
年
７
月
１
日
㈪
必
着

（
２
学
期
か
ら
転
入
の
場
合
）

※

留
学
開
始
時
期
は
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

☎
32-

１
０
２
３

〇
武
蔵
野
大
学
受
け
入
れ
（
３

月
８
日
㈮
〜
12
日
㈫
）

　
武
蔵
野
大
学
の
学
生
有
志
に

よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
９
月
に

も
同
大
学
の
学
生
が
訪
問
し
、

学
生
ら
が
今
後
、
通
い
な
が
ら

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
継
続
的

な
訪
問
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
学

生
の
中
に
は
長
期
休
み
を
活
用

し
滞
在
し
な
が
ら
地
域
活
動
に

協
力
す
る
こ
と
に
興
味
を
し
め

し
た
方
も
い
た
こ
と
か
ら
、
こ

う
し
た
受
け
入
れ
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

〇
東
京
農
業
大
学
農
村
調
査
部

受
け
入
れ
（
３
月
11
日
㈪
〜

13
日
㈬
）

　
東
京
農
業
大
学
農
村
調
査
部

に
よ
る
天
龍
村
の
「
十
久
保
南

蛮
」
に
関
す
る
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
１
年
の
調
査
テ

ー
マ
を
、
天
龍
村
の
伝
統
野
菜

「
十
久
保
南
蛮
」
に
決
め
、
年

間
を
通
し
て
調
査
し
ま
す
。
１

回
目
の
調
査
と
な
っ
た
今
回
は
、

十
久
保
南
蛮
が
栽
培
さ
れ
て
い

た
十
久
保
地
区
の
圃
場
を
訪
問

し
ま
し
た
。
現
地
で
は
十
久
保

地
域
お
こ
し
協
力
隊・

集
落
支
援
員
活
動
報
告
会

を
開
催
し
ま
し
た

天
龍
村
龍
の
子
留
学

（
親
子
留
学・孫
留
学
）

　留
学
生
を
募
集
し
ま
す

都
内
高
校
生
ら
と「
森
林
資
源
」

を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た

高校生らと村長で記念撮影

南
蛮
の
栽
培
に
取

り
組
む
板
倉
貴
樹

さ
ん
を
は
じ
め
栽
培
に
関
わ
る

方
々
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
ま
た
十
久
保
南
蛮
の
種
を
手

に
入
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
川
上

正
明
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
た

り
、
十
久
保
南
蛮
以
外
の
特
産

品
で
あ
る
信
州
サ
ー
モ
ン
の
養

魚
場
を
見
学
し
た
り
と
有
意
義

な
３
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大
学
の
講
義
が
休
み
の
間
を
活

用
し
て
活
動
す
る
と
の
こ
と
で
、

次
回
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
来
村
し
ま
す
。
調
査
の
ま
と

め
を
秋
の
学
祭
で
展
示
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

大
学
生
の
活
動
を
受
け
入
れ
ま
し
た

武蔵野大学のみなさん

東京農業大学農村
調査部のみなさん



備
や
、
な
ん
で
も
館
へ
の
天

龍
村
郷
土
美
術
館
の
整
備
、

天
龍
村
総
合
体
育
施
設
の
建

設
、
本
年
の
４
月
に
は
、
天

龍
村
小
中
学
校
の
併
設
な
ど
、

教
育
長
と
し
て
天
龍
村
の
教

育
行
政
の
発
展
の
た
め
、
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
天
龍
村
発

展
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（５）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）４月25日 広 報　天　　龍（24）令和６年（2024年）４月25日

　
こ
の
度
、
教
育
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
高
山
和
夫
と
申
し

ま
す
。

　
生
ま
れ
て
か
ら
高
校
２
年
生

の
夏
ま
で
、
鶯
巣
地
区
に
住
ん

で
お
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
当

時
の
平
岡
保
育
園
、
平
岡
小
学

校
、
天
龍
中
学
校
と
、
３
つ
の

園
・
学
校
に
お
世
話
に
な
り
、

天
龍
村
の
み
な
さ
ま
に
育
て
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
縁
あ
っ
て
40
数
年
ぶ
り
に
、

再
び
故
郷
で
あ
る
こ
の
天
龍
村

に
戻
り
お
世
話
に
な
っ
た
ご
恩

返
し
が
で
き
ま
す
こ
と
、
大
変

光
栄
で
あ
り
、
あ
り
が
た
い
こ

と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
天
龍
小
学
校
と

天
龍
中
学
校
が
併
設
と
な
り
新

た
な
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
１
年
目
で
す
。
こ
の
併
設
化

を
よ
り
価
値
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
学
校
と
力
を
合
わ
せ
て

精
一
杯
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
な
ん
で
も
館
に
昨
年

12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
郷

土
美
術
館
や
、
図
書
館
も
、
さ

ら
に
来
館
者
や
利
用
者
を
拡
大

す
る
べ
く
工
夫
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
天
龍
村
の
子
ど
も
た
ち
の
未

来
と
、
こ
の
天
龍
村
の
将
来
の

た
め
に
、
教
育
と
い
う
面
か
ら

精
一
杯
支
え
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

　
高
山
教
育
長
は
、
昭
和
38
年

生
ま
れ
の
60
歳
で
、
信
州
大
学

卒
業
後
、
昭
和
61
年
に
千
曲
市

立
（
当
時
は
更
埴
市
立
）
埴
生

中
学
校
に
赴
任
し
て
以
降
、
県

内
８
校
の
中
学
校
に
勤
務
さ
れ
、

校
長
と
し
て
、
富
士
見
町
立
富

士
見
中
学
校
、
高
森
町
立
高
森

中
学
校
、
飯
田
市
立
高
稜
中
学

校
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、
下

伊
那
校
長
会
長
、
下
伊
那
教
育

会
長
を
経
て
、
教
育
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
前
村
澤
教
育
長
の

残
任
期
間
と
な
る
令
和
６
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
６
年
９
月
30

日
ま
で
の
６
カ
月
間
で
す
。

　
教
育
長
の
村
澤
資
憲
さ
ん
が
、

３
月
31
日
を
も
っ
て
、
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
村
澤
さ
ん
は
、
令
和
３
年
10

月
１
日
に
教
育
長
に
就
任
さ
れ
、

就
任
後
２
年
半
の
間
に
、
保
育

所
の
所
管
を
教
育
委
員
会
に
移

行
し
、
保
育
所
か
ら
中
学
校
ま

で
の
一
貫
し
た
教
育
の
体
制
整

教
育
長
就
任

に
あ
た
り

高
山
和
夫
教
育
長

た
か
や
ま 

か
ず
お

教
育
長
退
任

村
澤
資
憲
前
教
育
長

む
ら
さ
わ 

も
と
の
り

　日赤奉仕団社資の納入につきまして絶大なるご協
力をいただきありがとうございました。みなさんの
ご協力により、村目標額「171,000円」を大きく上回
る「290,500円」という結果となり、長野県支部に送
金しました。
　社資は災害救護活動、救急法などの講習会、地域
での奉仕団活動の資金として活用されます。
　全国各地で災害が相次ぐなか、今後も活動資金へ
のご理解とご協力をお願いいたします。

令和５年度 日赤社資の収納報告
　長野県から自動車税種別割の納税通知書を発送します。
　５月中旬にはお手元に届きますので、納期内の納付を
お願いします。
　金融機関･コンビニエンスストア･県税事務所･クレジ
ットカード・スマートフォンアプリなどで納付できます。
　納付後すぐに継続検査（車検）を受けられる方は、納
税証明書が必要となりますので、金融機関・コンビニエ
ンスストア・県税事務所での納付をご検討ください。
　お問い合わせ先：南信県税事務所飯田事務所
　　　　　　　　　☎0265-53-0405、0406、0407

自動車税種別割の納期限は５月31日㈮です

　
自
転
車
を
利
用
す
る
村
民
の

事
故
に
よ
る
受
傷
を
防
止
す
る

た
め
の
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
普
及
を
目
的
と
し
て
ヘ
ル
メ

ッ
ト
購
入
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
事
業
が
４
月
１

日
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　助
成
金
額

中
学
生
以
下

上
限
金
額
　
５
，
０
０
０
円
以

内
の
全
額
補
助

高
校
生
以
上

上
限
金
額
　
３
，
０
０
０
円
で

購
入
費
の
２
分
の

１
を
補
助

　
そ
の
他
、
対
象
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
詳
し
く
は
、
天
龍
村

役
場
　
総
務
課
（
☎
32-

２
０

０
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
「
や
ま
び
こ
デ
リ
」
事
業

の
う
ち
、
本
年
２
月
か
ら
移
動

販
売
の
試
行
運
転
を
実
施
し
て

お
り
、
こ
の
た
び
の
本
格
運
行

に
あ
た
り
、
３
月
27
日
㈬
、
移

動
販
売
車
の
お
披
露
目
式
を
役

場
庁
舎
前
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

移
動
販
売
車
の
デ
ザ
イ
ン
は
天

龍
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
が

描
い
た
イ
ラ
ス
ト
を
組
み
合
わ

せ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
、
今

後
は
利
用
希
望
者
宅
を
中
心
に

村
内
各
地
を
巡
回
し
ま
す
。

　
村
の
買
物
支
援
対
策
と
し
て

は
今
後
、
移
動
販
売
事
業
と
デ

マ
ン
ド
バ
ス
を
軸
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
バ
ス
の
運
行
時

刻
や
利
用
方
法
は
や
ま
び
こ
デ

リ
直
通
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
０‒

７
８
２
５‒

３
８
３
７

　
ふ
だ
ん
の
通
勤
通
学
や
お
出

か
け
に
、
ぜ
ひ
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

鉄
道
の
コ
コ
が
便
利
！

・
時
間
に
正
確
で
安
全
。

・
移
動
し
な
が
ら
、
読
書
や
食

事
も
楽
し
め
る
。

・
環
境
に
や
さ
し
い
。

　
ま
た
、
車
内
の
換
気
、
乗
務

員
の
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
感
染

症
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助

４
月
よ
り
開
始

自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助

４
月
よ
り
開
始

見
守
り・ご
用
聞
き
事
業

「
や
ま
び
こ
デ
リ
」移
動
販
売
車

お
披
露
目
式
を
行
い
ま
し
た

移動販売車お披露目式のようす

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を

  

利
用
し
ま
し
ょ
う

▶
中
井
侍

　
４
月
20
日
㈯
か
ら
大
河
内
森

林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
ト
サ
イ
ト
は
１
区
画
１

泊
２
，
０
０
０
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
サ
イ
ト
は
テ
ン
ト
１

張
１
泊
１
，
０
０
０
円
で
す
。

〇
営
業
期
間…

４
月
20
日
㈯
か

ら
10
月
31
日
㈭

〇
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
先…

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

（
電
話
32-

１
０
２
３
）

〇
管
理
人…

吉
田
勇
次

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
１
プ
レ
イ
大
人
５
０
０
円
小

人
２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
）

12
枚
綴
り
回
数
券
５
，
０
０
０

円
。

〇
営
業
期
間
…
４
月
１
日
㈪
か

ら
11
月
30
日
㈯

〇
定
休
日
…
毎
週
火
曜
日

〇
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
先…

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

（
電
話
32-

１
０
２
３
）

〇
管
理
人…

熊
谷
周
文

大
河
内
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

ニ
セ
ン
ジ
自
然
公
園

パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

日
時…

５
月
４
日
（
土
・
祝
）

　
午
後
７
時
開
演

（
午
後
６
時
30
分
開
場
）

会
場…

文
化
セ
ン
タ
ー 

な
ん
で
も
館

出
演…

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
金
管
五
重
奏

入
場
料…

全
席
自
由

一
般
５
０
０
円（
未
就
学
児
無
料
）

※

村
民
の
み
な
さ
ん
は
無
料
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
予

約
は
教
育
委
員
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

４
月
22
日
㈪
か
ら
一
般
販
売

を
開
始
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会

　
　
☎
32-

３
２
０
６

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
友
に

　
　
　
音
楽
祭
２
０
２
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
コ
ン
サ
ー
ト
in
天
龍
村

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
友
に

　
　
　
音
楽
祭
２
０
２
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
コ
ン
サ
ー
ト
in
天
龍
村



二
、
災
害
時
に
お
け
る
水
の
確

保
と
ト
イ
レ
の
設
置
等
に
つ

い
て

三
、
向
方
単
身
者
用
村
営
住
宅

の
入
居
状
況
に
つ
い
て

○
村
松
克
一
議
員

一
、
小
中
併
設
初
年
度
を
迎
え

る
中
で
、
中
学
校
の
在
り
方

に
つ
い
て

二
、村
の
美
術
博
物
館
の
充
実
、

村
の
史
跡
マ
ッ
プ
や
文
化
財

登
録
に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

二
、
予
防
接
種
後
健
康
被
害
救

済
制
度
に
つ
い
て

三
、
令
和
６
年
度
に
予
定
の
事

業
に
つ
い
て

（25）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）４月25日 広 報　天　　龍（４）令和６年（2024年）４月25日

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
予
算

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
営
水
道

事
業
会
計
予
算

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
会
計
予
算

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

○
大
平
正
長
議
員

一
、
任
期
満
了
に
伴
う
村
長
選

挙
出
馬
の
意
向
と
こ
れ
ま
で

の
村
政
運
営
に
つ
い
て

一
　般
　質
　問

　
４
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
於
保
樹（
お
ほ
た
つ
き
）

で
す
。
出
身
は
海
沿
い
の
神
奈

川
県
藤
沢
市
で
す
が
、
山
に
憧

れ
て
大
学
か
ら
長
野
県
に
住
み

始
め
ま
し
た
。
大
学
在
学
中
に

は
、
森
林
や
林
業
に
関
す
る
こ

◇
第
二
分
団
長
　
瀧
澤
　
　
翔

◇
副
分
団
長
　
　
服
部
　
誠
司

◇
　
〃
　
　
　
　
村
澤
　
雄
大

◇
女
性
班
長
　
　
若
月
　
瑞
歩

◇
副
班
長
　
　
　
岩
崎
紗
佑
美

○
退 

職

　
３
月
31
日
付
け
で
次
の
職
員

が
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

◇
𠮷
野
あ
づ
美
（
保
健
師
）

◇
塚
田
　
響
　（
保
育
士
）

　
令
和
６
年
度
の
異
動
に
よ
り
、

次
の
先
生
方
が
村
内
の
小
中
学

校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
鈴
木
　
喜
香
（
４
年
）

◇
守
屋
　
武
浩（教

育
支
援
講
師
）

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
二
之
宮
和
英（
３
年
副
担
任
）

◇
下
平
　
愛
菜（
１
年
副
担
任
）

◇
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
カ
ブ
ラ
ル

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

　
令
和
６
年
度
天
龍
消
防
団
役

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
団
　
長
　
　
　
恩
澤
　
　
知

◇
副
団
長
　
　
　
宮
下
　
正
和

◇
本
部
長
　
　
　
橋
爪
　
　
貴

◇
喇
叭
長
（
兼
）
橋
爪
　
　
貴

◇
機
関
長
　
　
　
内
藤
　
孝
雄

◇
救
護
長
　
　
　
松
澤
　
一
生

◇
旗
　
手
　
　
　
熊
谷
　
大
喜

◇
第
一
分
団
長
　
小
木
曽
　
啓

◇
副
分
団
長
　
　
鈴
木
　
竜
彦

◇
　
〃
　
　
　
　
大
平
　
成
二

〔
人
事
異
動
〕 

※
敬
称
略

※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
す

〔
人
事
異
動
〕 

※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

役
　
　場

役
　
　場

学
　
　校

学
　
　校

消
　
　防

消
　
　防

と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

自
然
の
中
で
体
を
動
か
す
林
業

の
現
場
作
業
が
楽
し
く
な
り
興

味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
偶
然

に
も
２
年
ほ
ど
前
に
天
龍
村
と

出
会
い
、
段
々
と
天
龍
村
で
林

業
を
仕
事
と
し
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
内
容
は
「
林
業
を

中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
」
で

す
。
大
学
在
学
中
に
繋
が
っ
た

村
内
外
の
方
を
集
め
て
林
業
に

関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ

て
い
き
た
い
で
す
。
最
後
に
、

林
業
に
関
し
て
、
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
技
術
や
知
識
を
身
に
付
け

な
が
ら
天
龍
村
の
林
業
に
全
力

で
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
集
落
支
援
員
と
し

て
お
世
話
に
な
り
ま
す
石
井
洋

子
で
す
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
天

集
落
支
援
員
の

　
　
　
　
　抱
負

石井 洋子

　
長
野
町
区
の
澤
田
景
夫
さ
ん

に
対
し
、
永
年
、
商
業
一
筋
に

精
励
さ
れ
、
地
域
の
商
業
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
村
長
よ
り
３
月
25
日
㈪

に
役
場
に
て
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

長
野
町
区

　澤
田
景
夫
さ
ん
に

　
　
　村
表
彰
を
授
与

村長･議員･商工会のみなさんと記念撮影

令和５年度　第１回 臨時会補正予算（１月臨時議会）

会    計    名 補正前の額 補正額 計

一 般 （第５号） 31億5,516万円 2,309万円 31億7,825万円

令和５年度　第１回 定例会補正予算（３月議会）

会    計    名 補正前の額 補正額 計

一 般 （第６号）専決 31億7,825万円 487万円 31億8,312万円

一 般 （第７号） 31億8,312万円 8,688万円 32億7,000万円

一 般 （第８号） 32億7,000万円 100万円 32億7,100万円

村 営 水 道 （第５号） 8,755万円 166万円 8,921万円

村 営 水 道 （第６号） 8,921万円 △44万円 8,877万円

村 営 下 水 道 事 業 （第３号） 7,860万円 △1,137万円 6,723万円

村 営 下 水 道 事 業 （第４号） 6,723万円 74万円 6,797万円

介 護 保 険 （第３号） 3億762万円 786万円 3億1,548万円

国民健康保険診療所 （第４号） 6,226万円 68万円 6,294万円

新
地
域
お
こ
し

　
　
　協
力
隊
員

於保 樹

龍
村
で
嫁
ぎ
先
も
天
龍
村
で
す

が
、
実
際
、
村
の
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

今
回
集
落
支
援
員
と
し
て
や
ま

び
こ
デ
リ
や
買
い
物
支
援
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
先
輩

の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
村
民

の
み
な
さ
ん
と
交
流
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

や
ま
び
こ
デ
リ
で
買
い
物
を
し

な
が
ら
自
分
の
目
で
品
物
を
見

て
選
べ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

不
慣
れ
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
村
民
の
み
な
さ
ん
が

笑
顔
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
お

手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
村
の
方
々
に
気
軽
に

『
ね
い
ち
ゃ
』
と
声
を
か
け
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

　
図
書
館
に
新
し
い
本
が
入
り

ま
し
た
。

◇
え
ほ
ん

・
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

お
す
し
や
さ
ん

◇
一
般
向
け

・
ワ
ク
ワ
ク
　
天
敵
ど
う
ぶ
つ

図
鑑

・
島
津
と
武
家
史
〈
上
〉

　
み
な
さ
ん
が
読
み
た
い
本
、

観
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
リ
ク
エ

ス
ト
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

◇
天
龍
村
図
書
館

　
☎
32
‐
３
２
０
６

◇
開
館
時
間

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

◇
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、祝
日、
月
末
日



（３）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）４月25日 広 報　天　　龍（26）令和６年（2024年）４月25日

こ
と
、
及
び
施
設
の
利
用
料
を

指
定
管
理
者
が
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
条
例
を
改
正

し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
介
護
保
険
制
度
の

持
続
的
か
つ
安
定
的
な
運
営
を

図
る
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
ま
で
の
第
９
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
お
け
る
、

介
護
保
険
料
の
改
定
を
行
う
条

例
の
改
正
を
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
従
業
者
及
び
運

営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

○
天
龍
村
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

係
る
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

○
天
龍
村
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
係
る
基
準
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
天
龍
村
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
係
る
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
以
上
４
本
の
条
例
に
つ
い

て
、
内
容
は
、
村
が
指
定
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
運
営

基
準
等
を
定
め
た
省
令
の
改
正

に
準
じ
て
、
規
定
の
整
備
を
す

る
よ
う
、
条
例
を
改
正
を
し
た

も
の
で
す
。

○
天
龍
村
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
子
ど
も
家
庭
庁
設

置
法
の
施
行
に
伴
い
、
保
育
指

針
の
制
定
権
限
が
内
閣
総
理
大

臣
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
、ま
た
、

認
定
こ
ど
も
園
法
の
改
正
を
受

け
、
文
言
の
整
理
等
を
す
る
た

め
の
条
例
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。

○
天
龍
村
議
会
議
員
及
び
天
龍

村
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
内
容
は
公
職
選
挙
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
公

布
さ
れ
こ
と
に
伴
い
、
選
挙
運

動
用
自
動
車
の
使
用
、
選
挙
運

動
用
ビ
ラ
の
作
成
及
び
、
選
挙

運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
そ

れ
ぞ
れ
の
公
費
負
担
額
に
つ
い

て
、
施
行
令
の
定
め
る
額
に
引

き
上
げ
る
よ
う
、
条
例
を
改
正

し
た
も
の
で
す
。

○
向
方
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
新
た
に
令
和
６
年

度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の
５

か
年
間
の
向
方
辺
地
に
お
け
る

整
備
計
画
を
策
定
し
た
も
の
で

す
。

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
議
会
事

業
計
画
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
６
年
度
の
議

会
の
事
業
計
画
を
定
め
た
も
の

で
す
。

○
常
勤
の
特
別
職
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
先
に
来
年
度
か
ら

報
酬
を
引
き
上
げ
る
よ
う
議
決

し
た
村
長
の
報
酬
に
つ
い
て
、

村
長
の
信
念
と
し
て
、
２
期
目

の
任
期
が
終
了
す
る
ま
で
は
、

村
長
の
給
料
月
額
を
60
万
円
と

す
る
よ
う
条
例
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。

○
天
龍
村
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
ま
で
の
村
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
の
一
部
、

犬
猫
繁
殖
制
限
手
術
費
補
助
事

業
及
び
天
龍
中
学
校
校
舎
等
施

設
の
後
利
用
に
関
す
る
本
文
の

記
載
内
容
の
変
更
な
ど
を
し
た

も
の
で
す

○
天
龍
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
３
名
・
任
期
３
年
）
の
内
、

令
和
６
年
３
月
31
日
に
任
期
満

了
と
な
る
伊
藤
文
博
氏
（
大
河

内
区
）
の
再
任
に
つ
い
て
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員（
任
期
３
年
）

の
内
、
令
和
６
年
６
月
30
日
に

任
期
満
了
と
な
る
宮
澤
英
行
氏

（
西
原
区
）
を
、
再
度
、
法
務

大
臣
へ
推
薦
す
る
事
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
に
つ
い
て

　
事
情
に
よ
り
、
３
月
31
日
を

も
っ
て
、
教
育
長
を
退
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
村
澤
資
憲
氏

の
後
任
に
、
天
龍
村
出
身
で
豊

丘
村
在
住
の
高
山
和
夫
氏
が
就

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
、
前
教
育
長
の
残

任
期
間
と
な
る
本
年
９
月
30
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）（
専

決
第
２
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

同
意
さ
れ
た
案
件

議会であいさつする
高山和夫新教育長

退任のあいさつをする
村澤前教育長

予
　
　
　算

　
天
龍
小
学
校
新
入
生
５
名
、

天
龍
中
学
校
新
入
生
４
名
へ
、

村
長
か
ら
祝
品
な
ど
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
同
時
に
、
村
か
ら
の
緑
化
木

の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
頒
布
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
㈱
興
亜
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
か
ら
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の

贈
呈
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
校
舎
と
新
し
い
道
具

で
毎
日
元
気
に
登
校
し
て
、
勉

学
に
励
む
姿
を
願
い
ま
す
。

が
進
行
し
て
お
り
、
吹
付
工
法

に
よ
る
安
定
確
保
が
重
要
で
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
年
に
５
〜
６
件

ほ
ど
発
生
し
て
い
た
当
該
区
間

の
落
石
発
生
の
リ
ス
ク
を
軽
減

し
、
住
民
の
方
が
安
心
し
て
走

行
で
き
る
路
線
と
な
る
よ
う
、

安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

②
保
育
所
運
営
事
業

　
保
育
士
５
名
分
の
人
件
費

（
８
ヶ
月
分
お
よ
び
期
末
勤
勉

手
当
）
を
確
保
で
き
、
地
域
格

差
の
な
い
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
継
続
し
て
保
育
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

③
農
道
坂
部
線

落
石
防
止
工
事

　
農
道
坂
部
線
は
坂
部
地
区
内

の
林
道
虫
川
新
野
峠
線
と
合
流

す
る
生
活
道
路
、
通
勤
道
路
と

し
て
も
重
要
な
路
線
で
あ
り
、

本
村
の
特
徴
で
も
あ
る
、
中
山

間
地
域
の
傾
斜
地
の
中
に
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
期

を
問
わ
ず
落
石
が
発
生
す
る
状

況
の
な
か
、
本
事
業
で
落
石
防

止
柵
を
増
設
し
た
こ
と
で
、
利

用
者
が
安
心
安
全
に
利
用
で
き

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
を
活
用
し
、
昨
年
度
は
村

道
屋
奈
瀬
連
地
線
法
面
防
災
工

事
、
保
育
所
運
営
事
業
、
農
道

坂
部
線
落
石
防
止
工
事
、
大
河

内
多
目
的
集
会
施
設
落
石
防
止

工
事
、
小
中
学
校
運
営
事
業
の

５
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
付
金
は
、
ダ
ム
な
ど

の
発
電
施
設
の
あ
る
市
町
村
に

交
付
さ
れ
、
天
龍
村
に
は
約
３

千
万
円
が
毎
年
度
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
５
年
度
事
業
概
要

①
村
道
屋
奈
瀬
連
地
線

　法
面
防
災
工
事

　
当
路
線
は
永
年
の
風
雨
に
よ

る
浸
食
に
よ
っ
て
表
面
の
風
化

る
路
線
と
な
り
ま
し
た
。

④
小
中
学
校
運
営
事
業

　
天
龍
小
中
学
校
の
村
費
講
師

３
名
（
７
ヶ
月
分
お
よ
び
期
末

勤
勉
手
当
）
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
複
式
学
級
が
解
消
さ
れ
、

将
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
た

め
に
質
の
高
い
教
育
の
提
供
、

特
色
あ
る
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑤
大
河
内
多
目
的
施
設

　落
石
防
止
工
事

　
大
河
内
多
目
的
施
設
裏
手
か

ら
落
石
が
あ
り
、
建
物
に
も
落

石
の
衝
突
に
よ
る
破
損
が
見
ら

れ
た
た
め
、
当
該
箇
所
の
落
石

防
止
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
河
内
多
目
的
施
設
は
災
害
時

の
避
難
施
設
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
為
、
有
事
の
際
に
住
民
の

方
が
安
心
し
て
使
用
で
き
る
施

設
と
な
る
よ
う
、
安
全
性
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

天
龍
小
中
学
校

　入
学
祝
品
贈
呈

入学祝品を受け取る小・中学校１年生



の
動
産
の
買
い
入
れ
と
な
る
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も

の
で
す
。

○「
令
和
５
年
度
　
天
龍
村
小

中
併
設
校
整
備
工
事
（
二
期

工
事
）　
天
龍
村
平
岡
　
天

龍
小
学
校
敷
地
内
」
の
変
更

契
約
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
変
更
後
の
請
負
金

額
が
、
６
億
２
０
５
５
万
４
千

円
と
な
り
、
５
千
万
円
以
上
の

工
事
の
変
更
と
な
る
た
め
、
議

会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
で

す
。

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
７

日
㈭
に
開
会
し
、
22
日
㈮
ま
で

の
16
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

　
第
１
回
臨
時
会
が
、
１
月
19

日
㈮
に
開
催
さ
れ
、
左
記
の
議

案
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

○「
６
月
１
日
か
ら
３
日
に
か

け
て
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
大

雨
及
び
台
風
第
２
号
に
よ
る

災
害
林
道
施
設
災
害
復
旧
工

事
　
林
道
虫
川
新
野
峠
線

（
１
号
）
神
原
大
津
山
」
の

請
負
契
約
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
５
年
度
林
道

施
設
災
害
復
旧
国
庫
補
助
事
業

に
よ
り
、
復
旧
工
事
を
行
う
も

の
で
、
請
負
金
額
が
１
億
８
９

０
万
円
と
な
り
、
５
千
万
円
以

上
の
工
事
と
な
る
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

○「
令
和
５
年
度
　
天
龍
村
小

中
併
設
校
備
品
整
備
　
天
龍

村
平
岡
　
天
龍
村
小
中
併
設

校
」
の
物
品
売
買
契
約
に
つ

い
て
　

　
内
容
は
、
天
龍
村
小
中
併
設

校
の
備
品
整
備
を
行
う
も
の

で
、
契
約
額
が
１
，
４
０
８
万

円
と
な
り
、
７
０
０
万
円
以
上

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
選
挙
公
報
発
行
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
天
龍
村
議
会
議
員

選
挙
及
び
天
龍
村
長
選
挙
に
お

い
て
、
公
職
選
挙
法
の
規
定
に

基
づ
く
、
選
挙
公
報
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
条
例
を

制
定
し
た
も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
犯
罪
被
害
者
等
基

本
法
の
規
定
に
よ
り
、
犯
罪
被

害
者
等
の
支
援
に
関
し
て
基
本

理
念
を
定
め
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
条
例
を
制
定
し
た
も

の
で
す
。

〇
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
全
世
代
対
応
型
の

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
産
前
産
後
期
間

に
お
い
て
、
国
保
税
の
均
等
割

保
険
料
と
所
得
割
保
険
料
の
免

除
を
行
え
る
よ
う
条
例
を
改
正

し
た
も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
村
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
天
龍
中
学
校
が
天
龍
小
学
校

の
敷
地
に
移
動
す
る
事
に
よ
り

設
置
位
置
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。

〇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
本
年
10
月
の
長
野

県
最
低
賃
金
の
引
上
げ
見
込
み

や
、物
価
上
昇
な
ど
を
踏
ま
え
、

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
額
を
改

め
る
よ
う
、
条
例
を
改
正
し
た

も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
消
防
活
動
に
従
事

し
た
者
が
、
消
防
活
動
中
に
負

傷
な
ど
を
し
た
場
合
の
損
害
補

償
額
の
基
準
を
非
常
勤
消
防
団

員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準

を
定
め
る
政
令
」
に
準
じ
て
、

損
害
補
償
の
基
礎
額
を
改
め
る

条
例
の
改
正
を
し
た
も
の
で

す
。

〇
天
龍
村
使
用
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
東
原
Ｂ
村
営
住
宅

の
１
号
と
２
号
に
つ
い
て
、
室

内
で
ペ
ッ
ト
が
飼
育
で
き
る
住

宅
に
改
築
す
る
た
め
、
月
額
使

用
料
を
値
上
げ
す
る
条
例
改
正

を
し
た
も
の
で
す
。

○
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
本
年
度
の
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
尊
重

し
、
村
長
に
つ
い
て
は
、
現
行

給
料
月
額
か
ら
約
４
パ
ー
セ
ン

ト
、
副
村
長
及
び
教
育
長
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
給
料
月
額
か

ら
約
２
パ
ー
セ
ン
ト
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
引
上
げ
る
よ
う
条

例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
学
校
給
食
共
同
調
理

場
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
地
籍
調
査
に
よ
り

分
筆
合
筆
を
行
っ
た
結
果
、
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
所
在
地

と
現
所
在
地
に
相
違
が
生
じ
た

た
め
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
和
知
野
川
緑
地
等
利

用
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運

営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
和
知
野
川
キ
ャ
ン

プ
場
施
設
の
管
理
を
村
長
が
指

定
す
る
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
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議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❶
回

可
決
さ
れ
た
案
件

予
　
　
　算

あいさつする
天龍村長

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❶
回

可
決
さ
れ
た
案
件

◎村営バス等のゴールデンウィーク中の運行について
4/29

（月・祝）
4/30
（火）

5/1
（水）

5/2
（木）

5/3
（金・祝）

5/4
（土・祝）

5/5
（日・祝）

5/6
（月・祝）

村営バス神原線
（平岡郵便局～大河内）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通常運行（天候などの状況により、臨時便または運休となる場合があります）

広域バス平岡線
（平岡～和田）

× ◯ ○ ○ × × × ×

運休 通常運行 運休

乗合タクシー平岡線
（平岡～和田）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

土日祝ダイヤ 平日ダイヤ 土日祝ダイヤ

防災行政無線放送（村内放送）の確認方法
1 戸別受信機で再生する方法
　防災行政無線放送（村内放送）は、各家庭に設置されています戸別受信機に録音され、聞き逃した放送な
ども以下の方法でいつでも確認することができます。

2 電話で確認する方法
外出している場合でも防災行政無線放送（村内放送）を、電話で確認することができます。
なお、放送内容を確認する場合は通話料が必要となります。

－ ご不明な点は、総務課総務情報係へお問い合わせください －

※電話番号 ０２６０－３２－２５９５（有料）

留意事項　　※放送は、新しい順で再生されます。
　　　　　※最大録音時間は約40分で、それを超えると古い放送から削除されます。

○再生を開始する
　放送時間外に、受信機の ▶／● ボタンを短押し
○再生を停止する
　再生中に ▶／● ボタンを長押し
○次の放送を再生（スキップ）
　再生中に ▶／● ボタンを短押し
○頭出し（再生中の放送を聞き直し）
　再生中に 音量－ ボタンを長押し
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私たちの村
－４月１日現在－
人口 1,071 人

男 503 人 女 568 人
世帯数 616 世帯

2024年４月25日

天 龍 村 役 場
総 務 課
飯田共同印刷㈱

発行
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４
月
３
日
㈬
に
、
天
龍
保
育

所
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
年
少
児
１

名
、
未
満
児
３
名
、
合
計
４
名

の
お
友
達
を
新
た
に
迎
え
、
全

園
児
18
名
で
元
気
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
よ
く
食

べ
、
よ
く
寝
て
、
よ
く
遊
び
、

心
も
体
も
大
き
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　
村
民
の
み
な
さ
ん
に
は
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
４
日
㈭
に
、
天
龍
小
学

校
、
天
龍
中
学
校
の
入
学
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
新
入
生
は
、
小
学

校
が
男
子
３
名
、
女
子
２
名
、

中
学
校
は
男
子
１
名
、
女
子
３

名
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
が
併

設
と
な
り
、
中
学
１
年
生
は
馴

染
み
あ
る
校
舎
で
生
活
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
中
学
生
と

な
っ
た
頼
も
し
い
姿
は
同
じ
校

天龍村小中学校併設記念式典挙行

記念式典テープカット記念式典テープカット

　
３
月
23
日
㈯
に
、
天
龍
中
学

校
校
舎
お
別
れ
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
高
森
町
の
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト

作
家
・
吉
沢
さ
や
か
さ
ん
を
講

師
に
お
招
き
し
、
１
年
生
か
ら

３
年
生
の
生
徒
７
名
と
保
護
者

や
歴
代
卒
業
生
、
教
職
員
が
チ

ョ
ー
ク
ア
ー
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
真

剣
に
黒
板
に
向
き
合
い
、
３
枚

の
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

天
龍
中
学
校
校
舎

　
　
　
　お
別
れ
イ
ベ
ン
ト

2024年４月１日挙行

　この度、関係機関のみなさんの絶大なるご協力をいただく中で、天龍村小中学校の併設に伴う校舎の増
改築工事が無事終了し、４月１日㈪に工事の竣工と小中学校併設の記念式典を開催しました。
当日は、天候にも恵まれ、宮下一郎衆議院議員始め県議会議員のほか、大勢のご来賓のみなさんにご臨席
をいただく中、学校玄関前でテープカット及びくす玉開披、総合体育施設アリーナにて記念式典が行われ
ました。また、４月６日㈯、７日㈰の両日には、併設校の内覧会及び旧天龍中学校のお別れ公開を開催し、
約100名の方に来校いただきました。

記念式典くす玉開披記念式典くす玉開披

記念式典村長あいさつ記念式典村長あいさつ

１年生の作品１年生の作品

２年生の作品２年生の作品

３年生の作品３年生の作品

天
龍
保
育
所

　
　
　入
園
式

天
龍
小
・
中
学
校
入
学
式

舎
で
生
活
す
る
小
学
生
の
目
に

し
っ
か
り
と
映
り
ま
し
た
。
小

学
１
年
生
は
期
待
い
っ
ぱ
い
の

姿
が
ピ
カ
ピ
カ
の
校
舎
よ
り
も

輝
い
て
い
ま
し
た
。

４人の新入園児さんを迎えました４人の新入園児さんを迎えました

胸を張って前を向く小学校１年生胸を張って前を向く小学校１年生

新しい制服に身を包んだ中学校１年生新しい制服に身を包んだ中学校１年生


